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りヽ Se
c
u
r
i
t
y
 A
c
t
)
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
全
土
に
わ
た
る
老
令
年
金
制
度
が
、
広
範
な
範
囲
の
被
用
者
|
ー
後
に
自
家
営
業
者
こ
れ
と
と
も
に
同
法
に
よ
り
、
に
も
拡
大
ー
ー
に
対
し
て
設
定
さ
れ
た
。
邦
政
府
が
州
の
失
業
保
険
制
度
に
大
々
的
に
協
力
し
、
ま
た
諸
種
の
方
法
に
よ
る
貧
困
者
へ
の
扶
助
（
老
令
扶
助
・
盲
人
扶
助
・
罰
子
福
祉
）
に
つ
き
、
州
政
府
へ
の
そ
の
補
助
を
大
幅
に
拡
大
し
た
の
で
あ
っ
氾
。
拙
稼
は
こ
れ
等
の
う
ち
、
そ
の
対
象
を
老
令
年
金
制
度
に
限
定
し
て
、
少
し
く
研
究
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず
「
ほ
し
が
き
」
で
変
遷
的
に
み
た
同
老
令
年
金
制
度
の
輪
廓
を
描
き
、
つ
い
で
加
入
範
囲
、
年
金
の
支
給
、
保
険
税
お
よ
び
財
政
の
順
に
、
各
項
目
に
つ
い
て
、
数
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
改
正
の
諸
点
に
触
れ
な
お
一
九
三
五
年
の
当
初
の
法
律
と
一
九
三
九
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
D.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
「
米
国
の
社
会
保
険
」
Sl 
一
九
五
二
争
版
に
よ
り
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
一
九
五
0
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
S
•
H
.A
s
c
h
 
「
社
会
保
障
」
な
が
ら
筆
を
進
め
て
み
よ
う
。
一
九
三
五
年
八
月
―
•
四
日
ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
大
統
領
が
署
名
し
、
は
し
が
き
失
業
保
険
お
よ
び
公
的
扶
助
両
制
度
も
確
立
さ
れ
て
、
JI I 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
＇ ノ‘
連
一
九
五
二
年
お
よ
び
一
九
五
四
年
の
元
英
6
5
 
一
九
四
九
年
版
に
よ
一
九
三
七
年
一
月
l
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
社
会
保
障
法
(Social 
568 
同
制
度
は
一
九
三
九
年
急
激
な
改
正
を
み
、
そ
の
名
も
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
改
正
に
つ
い
て
ほ
、
米
国
社
会
保
障
庁
の
主
任
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
R.
J
.
 
M
y
e
r
s
 
④
 
号
に
寄
稼
し
た
論
文
「
社
会
保
障
法
に
対
す
る
一
九
五
四
年
の
改
正
」
に
よ
り
、
主
と
し
て
調
査
し
た
が
、
そ
の
他
諸
種
の
著
書
も
参
考
と
し
た
。
特
に
文
献
を
明
記
し
な
い
も
の
ほ
、
そ
の
所
属
時
期
に
し
た
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
上
記
の
三
文
献
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
一
九
三
五
年
制
定
の
法
律
で
老
令
年
金
制
度
(Old
A
g
e
 Insurance) 
(Old 
A
g
e
 
a
n
d
 Survivors Insur-
者
に
終
身
年
金
を
支
給
す
る
も
の
で
、
地
城
的
に
は
ア
ラ
ス
カ
お
よ
び
ハ
ワ
イ
を
も
入
れ
た
全
国
的
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
割
合
最
近
含
め
ら
れ
た
加
入
職
業
の
若
千
の
も
の
は
別
と
し
て
、
す
べ
て
強
制
的
に
適
用
さ
れ
た
。
同
制
度
に
初
め
含
め
ら
れ
た
加
入
範
囲
は
被
用
者
だ
け
に
限
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
雇
主
お
よ
び
被
用
者
は
と
も
に
賃
金
俸
給
に
対
す
る
あ
る
割
合
（
当
初
は
雇
主
・
被
用
者
そ
れ
ぞ
れ
一
形
）
の
保
険
税
を
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
後
に
加
入
範
囲
に
加
え
ら
れ
た
自
家
営
業
者
も
同
様
に
、
税
率
は
違
う
が
そ
の
所
得
に
対
し
或
る
割
合
の
保
険
税
を
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
低
所
得
グ
ル
ー
プ
が
高
グ
ル
ー
プ
の
費
用
で
少
な
か
ら
ず
利
益
を
受
け
、
ま
た
同
制
度
の
初
期
に
年
金
の
支
給
を
受
け
た
老
令
者
は
設
定
後
長
い
年
月
を
経
て
か
ら
支
給
を
受
け
る
老
令
者
よ
り
も
自
己
の
払
込
ん
だ
保
険
料
に
比
べ
桓
め
て
多
額
の
年
金
を
受
け
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
し
て
同
制
度
は
元
来
保
険
制
度
で
あ
っ
て
救
済
制
固
度
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
」
a
n
c
e
略
し
て
O
.
A
.
S.I.)
と
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
改
正
の
主
な
点
は
前
法
で
は
た
だ
退
職
労
働
者
本
人
の
み
が
年
金
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
で
は
被
扶
養
者
も
、
ま
た
本
人
死
亡
の
揚
合
に
は
遺
族
（
寡
婦
・
遺
児
・
或
る
場
合
に
は
両
親
）
も
年
金
を
受
け
る
と
称
さ
れ
た
制
度
は
、
六
五
オ
に
な
っ
た
退
職
労
働
が
、
米
国
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会
々
報
一
九
五
五
年
←上
ノ‘
.569 
ア
イ
ラ
ン
ド
が
含
め
ら
れ
た
。
外
の
自
家
営
業
者
は
農
業
自
営
者
を
も
含
め
て
莫
大
な
数
に
上
っ
た
。
ー』
Jヽ
1
0
百
万
リ
コ
お
⑥
 
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
加
入
者
は
約
三
三
百
万
人
で
、
全
有
給
被
用
労
働
者
の
五
分
の
三
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
法
律
で
は
被
用
者
で
も
適
用
を
受
け
ぬ
も
の
が
上
記
の
割
合
が
示
す
よ
う
に
多
数
に
上
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
加
入
範
囲
一
九
五
0
年
再
び
法
律
が
大
改
正
（
一
九
五
一
年
一
月
一
日
実
施
）
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
除
外
さ
れ
て
い
た
被
用
者
の
一
半
が
加
入
範
囲
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
非
農
業
自
家
営
業
者
も
自
由
職
業
者
⑧
 
を
別
と
し
て
ほ
と
ん
ど
み
な
そ
の
中
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
約
一
0
百
万
人
が
加
入
範
囲
に
加
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
改
正
で
年
金
額
の
水
準
が
平
均
七
割
以
上
も
増
加
し
、
支
給
停
止
規
定
も
寛
大
化
さ
れ
た
。
ま
た
保
険
税
お
よ
び
年
金
額
計
算
に
関
係
の
深
い
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
の
引
上
げ
や
、
財
政
的
基
礎
の
確
立
化
や
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
軍
務
服
役
者
に
対
す
る
報
酬
お
よ
び
保
険
税
免
除
加
入
に
関
す
る
特
典
附
与
も
図
ら
れ
た
。
な
お
地
城
的
に
は
こ
の
一
九
五
0
年
の
改
正
で
プ
エ
ト
よ
び
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
一
九
五
二
年
に
、
比
較
的
重
要
性
が
少
な
い
と
は
い
え
、
修
正
が
ま
た
行
わ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
点
は
小
額
な
が
ら
年
金
水
準
の
再
度
の
引
上
げ
、
支
給
停
止
条
件
の
引
き
続
い
て
の
緩
和
等
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
に
新
設
の
教
育
保
健
福
祉
省
と
下
院
政
策
委
員
会
(
H
o
u
s
e
W
a
y
s
 a
n
d
 M
e
a
n
s
 C
o
m
m
i
t
t
e
)
に
よ
り
多
く
の
重
要
な
研
究
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
九
五
四
年
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
加
入
範
囲
が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
人
が
同
制
度
の
保
護
下
に
新
に
入
っ
た
。
ま
た
年
金
額
の
水
準
の
三
度
目
の
引
上
げ
、
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
の
引
上
げ
、
支
給
停
止
規
定
の
再
々
の
寛
大
化
、
瘤
疾
に
関
す
る
条
項
の
導
入
、
財
政
的
基
礎
の
改
善
化
等
が
図
ら
れ
た
。
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逮
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被
用
者
の
定
義
、
加
入
範
囲
か
ら
の
除
外
者
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
年
金
制
度
に
は
、
当
初
の
法
律
で
は
被
用
者
だ
け
が
加
入
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
被
用
者
と
は
仕
事
の
種
類
・
性
質
・
方
法
に
つ
き
雇
主
の
意
思
と
統
制
に
従
う
べ
き
者
で
あ
り
、
会
社
の
幹
部
も
含
む
も
の
と
定
義
さ
れ
て
⑨
 
い
る
。
し
か
し
外
廻
り
販
売
人
（
生
命
保
険
外
務
員
を
含
む
）
ク
ク
シ
ー
運
転
手
。
そ
の
他
手
数
料
制
度
で
の
被
用
者
は
、
八
年
の
議
会
を
通
過
し
た
G
g
r
ぼ
rt
R
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 
Ol 
“"i 
れ
、
同
制
度
に
含
ま
れ
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
被
用
者
で
も
連
邦
お
よ
び
州
庁
職
員
、
鉄
道
職
員
（
鉄
道
退
職
法
に
て
保
護
さ
れ
る
）
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
国
税
庁
の
規
定
や
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
く
つ
が
え
さ
宗
教
・
教
育
・
慈
善
そ
の
他
非
営
利
機
関
の
職
員
、
農
業
労
働
者
、
家
庭
使
用
人
、
臨
時
労
働
者
は
同
制
度
の
保
護
の
範
囲
に
入
ら
ず
、
二
―
オ
未
満
の
籐
主
の
子
女
、
妻
或
い
は
両
親
は
、
そ
の
雇
主
の
家
庭
で
働
い
た
場
合
同
制
度
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
被
用
者
で
な
い
自
ら
農
場
や
事
業
所
を
所
有
し
て
耕
作
し
営
業
す
る
農
業
自
営
者
、
商
工
業
自
営
者
お
よ
び
自
由
職
業
者
と
い
う
大
き
な
部
d“
 
門
も
除
外
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
等
の
除
外
は
管
理
上
お
よ
び
憲
法
上
の
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
当
初
の
加
六
四
571 
入
者
は
全
被
用
者
の
五
分
の
三
の
約
三
三
0
0万
人
で
あ
っ
た
が
、
捌u
 
数
三
四
0
万
人
に
上
っ
た
。
人万
゜
5
 
4
 
加
入
範
囲
の
改
正
こ
の
よ
う
に
高
い
割
合
の
被
用
者
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
公
平
で
あ
り
、
民
間
会
社
の
恩
給
制
度
が
急
速
に
発
展
し
て
来
て
い
た
折
柄
で
も
あ
り
、
殊
に
政
府
の
制
度
の
下
に
あ
っ
て
、
労
働
者
の
従
事
す
る
仕
菓
の
種
類
に
よ
り
こ
れ
に
年
金
の
与
え
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
べ
き
で
な
い
と
の
感
情
も
強
ま
っ
た
。
ま
た
自
家
営
業
者
か
ら
も
加
入
要
望
の
声
が
強
く
起
っ
た
。
こ
の
間
任
意
選
択
加
入
（
州
政
府
職
員
お
よ
び
非
営
利
機
関
職
員
に
対
す
る
も
の
）
と
常
傭
（
家
庭
使
用
人
。
農
業
労
働
者
・
臨
時
被
用
者
に
対
す
る
も
の
）
の
＾
 
観
念
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
四
七
年
秋
社
会
保
障
審
議
会
が
上
院
財
務
委
員
会
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
現
存
社
会
保
障
制
度
の
あ
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
迫
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
第 1表 O.A.S.I.未加入者表
自家営業者（非農業）
連邦政府職員
州および地方庁服員
農業自営者，同労慟者
宗教教育慈善その他非営利
機関職員家庭使用人
270 
290 
810 
180 
鉄 道 職 員 140 
Hugh 0-neil: ihid, P. 95 
ハ五
一
九
四
四
年
の
推
定
に
よ
れ
ば
未
加
入
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次
の
通
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総
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入
範
囲
改
正
と
加
入
者
増
加
数
1950
年
改
正
に
よ
1954
年
改
正
に
よ
り
含
ま
れ
た
者
り
含
ま
れ
た
者
(1) 
(2) 
自
家
営
業
者
（
非
農
業
）
465 
股
業
労
働
者
85 
210 
農
業
自
営
者
゜
360 
家
庭
使
用
人
100 
2
0
 
連
邦
政
府
職
員
2
5
 
15 
州
お
よ
び
地
方
庁
職
員
145** 
3
5
0
*
 
宗
教
教
育
そ
の
他
非
営
利
機
関
職
員
6
0
*
 
2
5
*
 
合
衆
国
外
の
被
用
者
15 
10 *
 
漁
師
5
 
新
定
義
に
よ
る
初
用
者
44 
プ
ェ
ト
リ
コ
の
被
用
者
40 
合
計
975 
995 
第
(1)
欄
R.
J. 
M
y
e
r
s
:
 
T
h
e
 
1950 
A
m
e
n
d
m
e
n
t
s
 to 
the Social 
Security Act", Transactions, 
S
o
c
i
e
t
y
 of actuaries, 
1951, 
V
o
l
.
]
[
N
o
.
5
,
 
P.9 
第
(2)
欄
‘‘R.
J. 
M
y
e
r
s
:
 
ibid", 
T.S.A., 
1955, 
Vol. 
VD, 
P.75 
＊
印
任
意
選
択
第
(1)
欄
数
字
は
1950
年
改
正
に
よ
る
新
規
加
入
職
業
で
働
ら
く
各
週
の
人
の
数
を
一
週
に
平
均
し
て
み
た
数
字
で
あ
り
，
第
(2)
欄
は
1954
年
改
正
に
よ
る
新
規
加
入
職
業
で
働
ら
く
一
年
間
の
人
の
数
で
あ
る
。
第
(1)
欄
の
数
を
第
(2)
欄
の
よ
う
な
方
法
で
観
察
す
る
と
き
合
計
数
で
約
30
彩
多
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
（
本
文
参
照
）
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2
 
家
営
業
者
を
合
せ
各
週
を
平
均
し
て
四
七
0
0万
人
、
六
七
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
り
、
最
後
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
農
業
自
営
者
が
含
め
ら
れ
、
ま
た
一
九
五
0
年
の
改
正
で
も
一
部
分
残
さ
れ
て
い
た
家
庭
使
用
人
お
よ
び
農
業
労
働
者
が
資
格
要
件
の
寛
大
化
に
よ
り
強
制
加
入
と
な
り
、
さ
ら
に
州
お
よ
び
地
方
庁
職
員
の
任
意
選
択
加
入
者
も
大
量
に
そ
の
保
護
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
前
に
は
一
年
に
わ
た
っ
て
み
れ
ば
六
0
0
0万
人
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
a
 
nu 
正
に
よ
っ
て
一
九
五
五
年
現
在
で
一
年
間
を
観
察
し
て
推
定
一
0
0
0万
人
が
加
っ
た
。
そ
れ
で
今
日
で
は
所
得
の
あ
る
被
用
者
の
九
n
 
hu 
0
彩
が
同
制
度
の
保
護
下
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
J
個
人
企
業
経
営
者
、
自
由
職
業
者
（
弁
護
士
・
内
科
医
・
整
骨
治
療
師
•
も
み
療
治
師
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
療
法
医
・
検
眼
医
・
獣
6
 
医
・
開
業
技
師
・
建
築
士
・
葬
儀
屋
・
会
計
士
）
裁
縫
師
・
行
商
人
の
よ
う
な
自
家
営
業
者
は
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
0
年
の
改
正
後
、
自
由
職
業
者
を
除
い
て
専
業
副
業
を
と
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
所
得
税
の
申
告
に
も
い
ま
や
慣
れ
て
来
て
餅u
 
い
る
の
で
そ
の
数
字
を
0
A
S
I
の
申
告
に
も
利
用
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
純
所
得
が
一
四
半
期
一
0
0ド
ル
或
い
は
一
⑳
 
カ
年
通
算
四
0
0
ド
ル
未
洞
の
者
は
同
制
度
の
受
給
資
格
条
件
に
て
考
慮
さ
れ
な
い
。
一
九
五
四
年
の
改
正
で
は
さ
ら
に
加
入
範
囲
が
逼
拡
大
さ
れ
て
弁
護
士
お
よ
び
開
業
医
以
外
の
自
由
職
業
者
は
全
部
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
t
農
業
自
営
者
農
業
自
営
者
も
一
九
五
四
年
の
改
正
法
に
よ
っ
て
他
の
す
べ
て
の
自
家
営
業
者
と
同
一
の
一
般
的
基
準
で
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
1
自
家
営
業
者
（
非
農
業
）
加
入
範
囲
除
外
職
業
に
お
け
る
変
遷
O
A
S
I
 
加
入
者
は
被
用
者
お
よ
び
自
574 
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4
 
3
 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
選
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
、
レ
ー
ノ
た
。
た
だ
し
そ
の
総
収
入
が
一
年
に
つ
き
一
八
0
0ド
ル
以
下
の
農
業
自
営
者
は
特
種
の
簡
略
な
方
法
を
と
り
、
そ
の
総
収
入
の
五
〇
％
を
所
得
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
収
入
が
一
八
0
0
ド
ル
を
超
え
な
が
ら
純
所
得
が
九
0
0
ド
ル
未
満
の
場
合
に
は
、
便
爪“
幻
”
3
宜
上
九
0
0
ド
ル
の
所
得
が
あ
る
も
の
と
し
て
報
告
し
得
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
州
お
よ
び
地
方
官
庁
職
員
一
九
五
0
年
前
の
法
律
で
ほ
州
お
よ
び
地
方
官
庁
の
職
員
は
加
入
で
き
な
か
っ
た
。
個
の
退
職
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
州
お
よ
び
各
職
域
単
位
（
管
理
部
門
別
・
地
域
別
・
職
種
別
そ
の
他
）
の
雇
用
先
⑳
 
⑫
 
の
希
望
で
加
入
可
能
に
な
っ
た
。
連
邦
政
府
職
員
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
た
と
え
別
個
の
退
職
制
度
に
加
入
し
て
い
て
も
消
防
夫
と
警
察
官
を
除
き
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
場
合
州
お
よ
び
職
城
雇
用
先
の
希
望
と
と
も
に
そ
の
職
員
の
投
票
に
よ
る
多
数
決
が
必
＾
 
nu 
要
と
さ
れ
た
C
前⑫
 
一
九
五
0
年
の
改
正
法
に
よ
り
初
め
て
、
別
個
の
退
職
制
度
に
保
護
さ
れ
て
い
な
い
約
二
0
万
人
（
全
部
の
約
二
五
％
）
に
上
る
連
邦
政
府
職
員
の
大
多
数
が
加
入
範
囲
に
含
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
臨
時
職
員
、
テ
ネ
シ
ー
険
会
社
の
職
員
も
含
め
ら
れ
た
。
家
事
使
用
人
オ
ー
ソ
リ
テ
ー
や
連
邦
預
金
保
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
僅
か
な
が
ら
こ
れ
に
残
さ
れ
た
人
々
も
、
殆
ん
ど
全
部
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
臨
時
国
勢
調
査
員
と
郵
便
局
臨
時
職
員
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
い
わ
ゆ
る
K
a
p
l
a
n
⑳
 
委
員
会
が
行
っ
た
別
個
退
職
制
度
加
入
の
述
邦
政
府
職
員
に
対
す
る
0
A
S
I
参
加
勧
告
に
は
何
の
立
法
措
置
も
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
五
0
年
の
改
正
で
新
に
家
事
に
常
傭
的
に
働
い
て
い
る
約
一
0
0万
人
（
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
人
々
全
部
の
約
半
数
）
が
加
入
一
九
五
0
年
の
修
正
法
で
そ
れ
等
の
職
員
も
別
六
八
575 
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6
 
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
女
中
・
料
理
人
・
洗
濯
女
・
庭
師
・
自
動
車
運
転
手
そ
の
他
の
個
人
の
家
庭
に
働
ら
い
て
い
る
者
で
あ
る
。
そ
し
て
O
A
S
I
に
加
入
さ
れ
る
た
め
に
は
一
人
の
雇
主
に
対
し
て
常
傭
で
働
ら
き
、
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
あ
る
四
半
期
に
二
四
日
間
働
ら
き
以
上
の
条
件
を
満
た
す
と
き
そ
の
四
半
期
と
次
の
四
半
期
は
常
傭
と
看
な
さ
れ
る
。
一
家
庭
以
上
に
傭
わ
れ
た
労
働
者
は
少
く
と
も
一
家
庭
に
対
し
て
必
要
な
常
傭
条
件
を
充
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
四
半
期
に
二
人
以
上
の
雇
主
の
各
々
に
対
し
て
二
四
日
の
条
件
と
五
0
ド
ル
の
条
件
を
満
た
す
揚
合
に
は
こ
の
よ
う
な
雇
主
の
各
々
か
洲
ら
の
現
金
賃
金
が
み
な
年
金
額
の
決
定
に
考
慮
さ
れ
る
。
一
九
五
四
年
の
改
正
で
常
傭
の
条
件
は
取
除
か
れ
、
た
だ
五
0
ド
ル
の
規
定
だ
け
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宗
教
・
教
育
・
慈
善
そ
の
他
非
営
利
団
体
の
職
員
六
九
一
九
五
0
年
の
修
正
で
新
に
六
0
万
人
の
宗
教
・
教
育
・
科
学
・
文
学
・
慈
善
そ
の
他
非
営
利
機
関
（
一
部
の
牧
師
・
宗
教
関
係
者
を
除
く
）
の
職
員
が
任
意
選
択
で
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
雇
用
先
と
職
員
の
三
分
の
二
が
加
入
に
つ
い
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
充
た
し
て
も
例
え
ば
正
規
の
学
生
の
大
学
へ
の
仕
事
、
イ
ン
ク
ー
ン
学
生
の
病
院
で
の
仕
事
な
8
 
⑫
 
ど
は
こ
の
対
象
に
入
ら
な
い
。
加
入
さ
れ
る
た
め
に
は
一
四
半
期
最
低
五
0
ド
ル
の
所
得
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
の
改
正
で
牧
師
や
宗
教
団
体
の
職
員
は
そ
の
所
得
が
自
家
営
業
者
の
所
得
と
看
傲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
家
営
業
者
と
同
様
一
カ
年
四
o
o
~
ル
以
上
の
所
得
が
あ
れ
ば
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
加
入
資
格
を
得
て
か
ら
二
年
以
内
に
選
択
⑳
 
す
る
を
要
す
る
。
こ
の
独
特
の
方
法
は
教
会
と
国
家
と
の
分
離
の
問
題
か
ら
と
ら
れ
た
。
農
業
労
働
者
一
九
五
0
年
の
法
律
で
以
前
は
全
然
加
入
で
き
な
か
っ
た
被
用
農
業
労
働
者
の
殆
ん
ど
半
分
（
各
週
を
平
均
し
て
）
が
加
入
す
る
こ
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
一
四
半
期
に
現
金
で
五
0
ド
ル
以
上
払
わ
.576 
9
軍
務
服
役
者
特
典
8
そ
の
他
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
逍
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
一
人
の
雇
主
か
ら
の
一
カ
年
の
賃
金
が
と
に
な
っ
た
。
加
入
の
た
め
に
は
常
傭
を
条
件
と
す
る
。
農
業
労
働
者
や
農
場
で
家
事
を
手
伝
う
家
庭
使
用
人
は
一
四
半
期
を
継
続
的
に
一
人
の
雇
主
の
た
め
に
働
ら
き
、
そ
の
後
も
続
い
て
そ
の
雇
主
の
下
で
働
ら
く
な
ら
ば
常
傭
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
の
四
半
期
の
間
だ
け
の
仕
事
で
は
O
A
S
!
に
加
入
さ
れ
な
い
。
次
の
四
半
期
は
そ
の
間
に
六
0
日
を
専
業
で
働
ら
き
最
低
所
得
五
0
ド
ル
あ
る
な
ら
ば
加
入
と
な
る
。
農
業
労
働
者
は
必
ら
ず
し
も
農
場
の
仕
事
を
し
な
く
と
も
よ
く
、
例
え
ば
鶏
卵
の
孵
化
・
茸
の
栽
培
採
取
・
灌
漑
用
水
の
仕
事
を
し
て
い
て
も
よ
い
。
農
業
協
同
組
合
に
雇
わ
れ
て
収
獲
の
仕
事
を
す
る
人
は
商
工
業
の
被
用
者
と
同
様
に
み
ら
れ
常
傭
の
e
 
6
 
要
件
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
法
律
で
は
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
常
傭
の
要
件
を
必
要
と
せ
ぬ
こ
と
に
な
り
、
ーD
 
1
0
0ド
ル
以
上
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
単
純
化
し
た
。
外
国
で
ア
メ
リ
カ
人
の
雇
主
の
下
に
働
ら
い
て
い
る
合
衆
国
々
民
も
一
九
五
0
年
の
法
律
で
新
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
会
社
の
外
国
の
子
会
社
に
働
ら
く
合
衆
国
々
民
も
任
意
選
択
に
よ
っ
て
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沿
岸
や
柩
く
小
さ
い
舟
で
働
ら
く
被
用
漁
師
も
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
っ
て
家
庭
で
物
品
を
製
造
し
加
工
す
る
労
働
者
の
グ
ル
ー
プ
も
被
用
者
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
以
前
に
は
そ
の
所
得
が
充
分
d“. 
B
 
に
大
き
い
場
合
自
家
営
業
者
と
し
て
加
入
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
0
年
の
改
正
に
よ
っ
て
一
九
四
0
年
九
月
一
五
日
後
の
軍
務
服
役
者
を
一
カ
月
一
六
0
ド
ル
の
所
得
が
あ
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
保
険
税
を
無
税
と
し
て
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
規
定
は
一
九
五
三
年
延
長
さ
れ
て
一
九
五
五
年
六
月
末
ま
七
〇
577 
0
万
人
増
加
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
で
の
服
役
を
も
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
で
は
別
に
こ
の
規
定
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
ま
た
軍
務
服
役
者
は
他
の
被
用
者
と
同
様
の
一
般
的
保
険
税
を
払
っ
て
加
入
す
べ
し
、
閲
が
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
臣
plan
委
員
会
の
勧
告
に
対
し
て
も
、
何
の
立
法
措
置
O
A
S
I
制
度
は
ま
だ
あ
ら
ゆ
る
人
を
そ
の
加
入
範
囲
に
入
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
七
ー
カ
年
一
カ
月
に
つ
い
て
二
五
ド
ル
或
い
は
い
ま
や
達
し
得
る
限
り
の
広
い
範
囲
の
人
を
包
含
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
同
制
度
の
過
去
に
お
け
る
加
入
範
囲
が
不
完
全
で
あ
っ
た
の
と
、
年
数
が
ま
だ
さ
ほ
ど
経
て
い
な
い
た
め
と
で
、
現
在
六
五
オ
に
な
っ
て
い
る
人
の
う
ち
の
過
半
数
が
O
A
S
I
年
金
を
受
け
る
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
O
A
S
I
年
金
を
受
け
る
資
格
な
く
し
て
退
職
し
た
六
五
才
以
上
の
人
を
み
な
同
制
度
に
含
め
、
三
五
ド
ル
の
一
率
の
年
金
を
与
え
た
な
ら
ば
と
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
提
案
の
理
由
は
そ
の
よ
う
な
人
達
の
労
働
力
へ
の
参
加
は
同
制
度
の
開
始
前
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
或
い
は
も
っ
と
不
都
合
な
こ
と
に
O
A
S
I
加
入
職
業
で
働
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
提
案
を
実
行
す
れ
ば
O
A
S
I
受
給
者
は
五
〇
上
記
の
二
五
ド
ル
と
い
う
の
は
一
九
五
四
年
改
正
前
の
0
A
S
I
最
低
年
金
月
額
で
あ
り
、
三
五
ド
ル
と
い
う
の
は
一
九
五
四
年
改
正
の
同
最
低
年
金
月
額
よ
り
も
五
ド
ル
多
い
も
の
で
、
ま
た
老
令
扶
助
(
O
A
A
)
に
対
す
る
現
行
連
邦
政
府
補
助
金
の
限
度
な
の
で
あ
る
。
推
定
に
よ
れ
ば
六
五
オ
の
退
職
者
全
部
に
毎
月
三
五
ド
ル
を
支
給
す
る
と
せ
ば
同
制
度
の
現
在
の
コ
ス
ト
が
一
四
億
ド
ル
増
加
す
る
。
し
か
し
上
述
の
提
案
を
実
行
す
れ
ば
現
在
老
令
扶
助
を
受
け
て
い
る
老
令
者
が
O
A
S
I
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
斡
加
入
範
囲
に
つ
い
て
の
―
つ
の
問
題
と
の
578 
註
(
9
)
(10) 
(11) 米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
に
約
九
億
ド
ル
と
い
う
連
邦
政
府
の
老
令
扶
助
補
助
金
が
節
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
上
述
の
提
案
は
種
々
な
論
拠
で
反
対
さ
れ
て
い
る
。
最
も
強
い
反
対
の
一
っ
は
、
O
A
S
I
で
は
賃
金
に
比
例
す
る
保
険
税
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
年
金
額
も
賃
金
に
関
連
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
一
般
観
念
が
、
以
上
の
提
案
の
実
行
に
よ
り
害
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
制
度
の
恒
久
的
原
則
は
、
現
在
保
護
さ
れ
て
い
な
い
老
令
者
に
関
す
る
一
時
的
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
妥
協
に
よ
り
、
害
わ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
自
分
の
年
金
に
対
し
て
は
保
険
税
を
払
っ
た
現
在
の
老
令
者
に
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
の
も
反
論
の
―
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
反
対
は
、
現
在
老
令
年
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
々
が
自
ら
負
担
し
ま
た
雇
主
が
そ
の
人
々
の
た
め
に
払
っ
た
保
険
税
は
、
結
局
支
給
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
年
金
総
額
の
わ
ず
か
四
％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
み
る
と
き
、
そ
の
力
が
薄
く
な
る
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ま
た
連
邦
政
府
が
こ
の
提
案
の
実
施
に
よ
り
老
令
扶
助
補
助
金
を
廃
止
す
れ
ば
、
連
邦
政
府
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
分
の
州
の
扶
助
金
は
自
分
で
賄
う
よ
う
に
な
っ
た
州
の
な
か
に
は
、
昔
の
貧
民
法
の
実
施
に
戻
る
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
懸
念
も
反
対
の
根
拠
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
D. G
a
g
l
i
a
r
d
o
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一
九
一
1
一
七
ー
四
七
年
の
加
入
雇
主
数
お
よ
び
労
慟
者
数
の
統
計
が
同
上
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
次
に
紹
介
す
る
。
同
表
で
一
九
一
二
九
年
以
降
の
労
働
者
の
増
加
は
明
か
に
戦
争
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
雇
主
数
は
一
九
四
七
年
以
外
は
多
少
の
浮
動
は
あ
っ
て
も
著
し
い
増
加
の
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
目
に
つ
く
。
七
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7
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M
y
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r
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”
i
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d
.
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 P. 
7
5
 
後
掲
の
受
給
資
格
者
総
数
（
第
6
表
）
を
み
る
に
一
九
五
三
年
で
六
六
五
0
万
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
M
y
e
r
s
の
こ
の
六
0
0
0
万
人
と
い
う
数
字
は
内
輪
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
6
表
の
文
献
の
統
計
表
の
数
字
も
所
管
庁
の
資
料
に
よ
る
由
で
あ
る
し
、
ま
た
前
後
の
数
字
か
ら
み
て
も
、
誤
植
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
も
第
6
表
の
数
字
は
受
給
者
資
格
数
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
加
入
者
数
は
六
六
五
0
万
人
を
上
廻
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
っ
て
加
入
者
は
さ
ら
に
こ
れ
に
推
定
一
0
0
0
万
人
加
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
:
 
ibid., 
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D
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な
お
所
得
税
は
ア
メ
リ
カ
で
も
前
に
は
前
年
の
所
得
に
対
す
る
課
税
方
法
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
三
年
に
談
会
で
致
金
俸
給
へ
の
源
泉
課
税
（
そ
の
他
の
所
得
は
予
定
額
に
対
す
る
課
税
）
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
戦
争
と
い
う
非
常
時
に
際
し
て
実
験
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
根
本
的
変
更
な
し
に
行
わ
れ
て
来
て
い
る
。
(
C
l
a
u
d
i
o
u
s
0. J
o
h
n
s
o
n
:
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 N
a
t
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
 1954, 
P. 474) 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
O. A. S. I.加入者統計
年 1雇主数 1労働者数
万人 万人
1937 242 3290 
1938 224 3182 
1939 237 3375 
1940 250 3539 
1941 265 4100 
1942 | I 266 4636 
1943 239 4766 
1944 247 4630 
1945 261 4639 
1946 304 4980 
1947 334 5000 
I 
D. Gagliardo: ibid., P. 111 
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度
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け
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お
よ
び
遺
族
年
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1
被
保
険
期
(
q
u
a
r
t
e
r
o
f
 c
o
v
e
r
a
g
e
)
 
受
給
資
格
の
決
定
に
は
「
被
保
険
期
」
と
い
う
O
A
S
I
特
有
の
技
術
語
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
被
保
険
期
と
は
暦
年
の
一
四
半
裔n
 
受
給
資
格
条
件
年
金
の
支
給
七
四
581 
a
 
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
外
は
あ
る
が
、
七
五
期
（
各
々
三
月
末
•
六
月
末
・
九
月
末
．
―
二
月
末
ま
で
の
三
ヵ
月
）
で
そ
の
賃
金
が
五0
ド
ル
あ
っ
た
も
の
を
い
う
。
自
家
営
業
者
で
は
後
述
の
も
の
を
除
い
て
こ
れ
に
属
す
べ
き
所
得
が
一
四
半
期
に
一
0
0
ド
ル
あ
る
も
の
を
い
う
。
自
家
営
業
者
は
若
干
の
小
さ
い
一
四
半
期
の
所
得
が
一
0
0
ド
ル
な
く
と
も
そ
の
一
年
の
所
得
が
四
0
0
ド
ル
以
上
あ
れ
ば
四
被
保
険
期
を
取
得
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
一
年
の
賃
金
が
四
二
0
0
ド
ル
以
上
の
人
を
も
同
様
に
取
扱
う
。
自
家
営
業
者
に
似
た
特
別
規
定
が
農
業
労
働
者
嶺
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
被
保
険
期
は
一
四
半
期
の
所
得
よ
り
む
し
ろ
年
所
得
額
に
よ
っ
て
い
る
り
2
受
給
資
麟
受
給
資
格
に
は
完
全
と
当
座
の
二
種
類
が
あ
る
。
完
全
受
給
資
格
(fully
i
n
s
u
r
e
d
 
status)
が
あ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
座
受
給
資
格
(
c
u
r
r
e
n
t
l
y
i
n
s
u
r
e
d
 
s
t
a
t
u
s
)
で
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
だ
け
給
付
を
受
け
る
に
と
ど
ま
る
。
完
全
受
給
資
格
者
が
死
亡
の
場
合
に
は
、
当
座
受
給
資
格
者
が
死
亡
の
場
合
そ
の
遺
族
が
受
け
る
給
付
を
、
前
者
の
遺
族
当
座
受
給
資
格
当
座
受
給
資
格
は
死
亡
し
た
四
半
期
以
前
一
三
期
（
死
亡
の
四
半
期
を
入
れ
る
）
の
う
ち
六
期
が
被
保
険
期
で
あ
る
と
き
取
得
す
る
。
こ
れ
は
一
九
四
六
年
の
規
定
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
、
同
年
ご
一
月
末
以
前
に
は
、
死
亡
し
た
四
半
期
の
直
前
―
二
期
（
死
亡
の
四
半
期
を
除
く
）
の
う
ち
六
期
が
被
保
険
期
に
な
る
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
変
更
で
当
座
受
給
資
格
は
幾
分
取
得
し
易
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
6
0▼ B
 
る
。
な
お
被
保
険
期
は
特
定
の
順
序
で
取
得
す
る
必
要
は
別
に
存
在
し
な
い
。
以
上
の
規
定
に
よ
り
新
規
加
入
者
は
加
入
の
時
か
ら
引
き
続
き
六
被
保
険
期
を
得
れ
ば
一
年
半
で
当
座
受
給
資
格
を
得
る
。
こ
の
場
合
そ
の
後
六
四
半
期
の
間
連
続
し
て
被
保
険
期
が
な
く
と
も
当
座
受
給
資
格
を
失
わ
な
い
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
た
と
き
被
保
険
期
を
得
な
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
582 
（
口
）
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
完
全
受
給
資
格
一
九
三
五
年
制
定
当
時
の
法
律
に
は
見
出
せ
な
い
と
こ
ろ
の
被
保
険
期
と
い
う
要
素
を
導
入
し
た
受
給
資
格
が
初
め
て
設
け
ら
れ
た
の
は
一
九
三
九
年
の
改
正
法
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
の
改
正
は
こ
の
形
式
を
基
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
四
年
の
各
改
正
で
は
、
従
来
の
完
全
受
給
資
格
条
件
へ
の
代
替
条
件
が
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
た
。
完
全
受
給
資
格
取
得
に
は
加
入
者
の
年
令
ニ
―
オ
を
中
心
に
し
て
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
等
各
々
に
対
し
て
加
入
者
の
六
五
オ
ま
で
生
存
の
と
き
と
そ
れ
ま
で
に
死
亡
の
と
き
と
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
一
九
三
六
年
末
後
に
ニ
―
オ
に
な
っ
た
人
は
ニ
―
オ
か
ら
起
算
し
て
四
0
被
保
険
期
を
得
る
こ
と
は
基
本
的
要
求
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
人
々
は
継
続
的
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
四
半
期
が
み
な
被
保
険
期
で
あ
る
な
ら
ば
最
短
一
0
年
で
永
久
完
全
受
給
資
格
(
p
e
r
m
a
,
薗
を
得
る
。
永
久
と
は
そ
の
後
は
被
保
険
期
を
得
ず
と
も
完
全
受
給
資
格
を
永
久
に
喪
失
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
九
＿
―
-
六
年
―
二
月
に
す
で
に
ニ
―
オ
に
な
っ
て
い
る
人
の
場
合
は
、
n
u
l
l
 
“
社
•
U
n
四
半
期
ま
で
の
間
の
期
の
総
数
の
半
分
以
上
が
被
保
険
期
で
あ
り
、
且
つ
最
少
六
被
保
険
期
を
取
得
し
た
と
き
永
久
完
全
受
給
資
格
を
得
る
。
こ
の
場
合
四
0
被
保
険
期
が
な
く
と
も
永
久
完
全
受
給
資
格
の
得
ら
れ
る
人
は
、
d
“
r
 
“
U
 
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
同
上
日
後
三
年
で
六
五
オ
に
な
る
人
は
被
保
険
期
を
得
た
と
き
い
つ
で
も
永
久
完
全
受
給
資
格
を
得
る
。
ま
た
同
上
日
後
六
五
オ
に
至
る
間
が
二
〇
カ
年
を
超
え
る
人
は
（
イ
）
同
様
四
0
被
保
険
期
を
得
次
第
永
久
完
全
受
給
資
格
を
得
る
。
こ
れ
と
同
時
に
上
記
の
「
半
分
の
数
の
被
保
険
期
」
の
条
件
は
適
用
さ
れ
な
い
。
n
e
n
t
l
y
 fully 
i
n
s
u
r
e
d
 
status) 
（イ）
b
 
け
れ
ば
同
資
格
を
失
う
。
一
九
三
六
年
―
二
月
末
に
四
五
才
以
上
で
あ
一
九
三
六
年
―
二
月
三
一
日
後
か
ら
六
五
オ
に
な
っ
た
一
九
五
0
年
お
よ
び
一
九
七
六
583 
（ハ） 上
の
説
明
で
は
結
局
一
九
一
＿
一
七
年
一
月
一
日
か
ら
起
算
す
る
人
の
場
合
の
み
を
挙
げ
た
が
、
実
際
上
は
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
一
九
四
嬌
七
年
一
月
一
日
に
就
職
し
賃
金
を
受
け
る
新
規
加
入
者
も
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
人
は
加
入
の
日
か
ら
起
算
す
る
一
九
五
0
年
の
法
律
に
よ
る
新
加
入
者
で
一
九
五
一
年
一
月
一
日
加
入
と
な
り
、
前
年
末
す
で
に
ニ
ー
オ
に
な
っ
て
い
る
人
は
同
上
日
か
ら
起
算
し
て
上
述
と
同
じ
よ
う
な
要
件
（
六
五
オ
ま
で
の
四
半
期
の
数
の
半
分
以
上
の
被
保
険
期
と
最
低
六
被
保
険
期
）
を
満
た
す
と
き
永
久
完
全
受
給
資
格
を
得
る
。
こ
の
要
件
は
一
九
五
一
年
前
の
加
入
者
で
も
こ
の
方
が
有
利
な
と
き
は
こ
れ
を
代
替
条
件
と
し
て
用
い
得
る
こ
と
に
一
九
五
0
年
の
法
律
で
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
代
替
条
件
を
「
新
起
算
方
式
」
(
n
e
w
start 
f
o
r
m
u
l
a
)
 
七
七
(temporarily 
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
ー
元
来
そ
れ
は
同
改
正
法
に
よ
る
新
規
加
入
者
で
そ
の
と
き
六
五
オ
に
な
り
、
或
い
は
そ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
六
五
オ
に
な
る
人
に
対
す
る
規
定
で
あ
る
が
ー
一
九
五
四
年
六
月
末
後
に
六
五
オ
に
な
る
人
の
場
合
（
六
五
オ
到
達
が
一
九
五
八
年
前
に
限
る
）
一
九
五
四
年
七
月
一
日
以
後
の
最
初
の
六
四
半
期
総
て
が
被
保
険
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
六
五
オ
に
な
る
ま
で
各
四
半
期
が
み
な
被
保
険
期
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
完
全
受
給
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
九
五
四
年
七
月
一
日
前
に
す
で
に
六
五
オ
に
な
っ
て
い
る
人
は
い
つ
で
も
六
被
保
険
期
を
得
次
第
完
全
受
給
資
格
を
取
得
す
る
。
こ
れ
等
の
規
定
は
一
九
五
四
年
前
の
加
入
者
で
も
こ
の
方
が
有
利
な
人
は
こ
の
条
件
を
代
替
条
件
と
し
て
採
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
＾
 
“
 
死
亡
の
際
に
は
一
九
三
六
年
―
二
月
三
一
日
（
そ
の
後
ニ
―
オ
に
な
っ
た
人
は
ニ
―
オ
の
時
）
と
死
亡
し
た
時
と
の
間
の
四
半
期
の
数
の
半
分
以
上
が
被
保
険
期
で
あ
り
且
つ
最
少
限
六
被
保
険
期
を
得
て
い
た
な
ら
ば
完
全
受
給
資
格
を
得
る
。
従
っ
て
例
え
ば
加
入
以
来
連
続
し
て
一
六
被
保
険
期
あ
る
と
き
三
二
四
半
期
ま
で
の
期
間
に
対
し
て
ほ
受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
過
ぎ
て
は
死
亡
の
際
完
全
受
給
資
格
者
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
一
時
的
完
全
受
給
資
格
C“
 “L 
fully 
i
n
s
u
r
e
d
 status)
と
い
5
0
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
と
い
う
。
58,4 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
一
九
三
七
年
一
月
後
の
加
入
者
は
そ
の
加
入
日
か
ら
（
或
い
は
そ
の
後
ニ
―
オ
に
な
る
場
合
は
ニ
ー
オ
か
ら
）
死
亡
時
ま
で
を
受
給
資
格
の
計
算
に
考
慮
す
る
。
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
の
一
九
五
一
年
一
月
一
日
新
規
加
入
者
に
は
同
上
日
か
ら
（
或
い
は
そ
の
後
二
ー
オ
に
な
る
場
合
は
ニ
―
オ
か
ら
）
死
亡
時
ま
で
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
五
0
年
の
法
律
の
新
起
算
方
式
で
一
九
五
一
年
前
の
加
入
者
で
も
こ
の
方
が
有
利
な
と
き
に
は
こ
の
日
を
起
算
日
に
採
用
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
で
は
、
同
改
正
に
よ
る
新
規
加
入
者
で
一
九
五
四
年
六
月
末
後
に
六
五
オ
に
な
る
人
は
、
同
上
月
末
後
最
初
の
そ
の
後
死
亡
に
至
る
ま
で
の
各
四
半
期
が
み
な
被
保
険
期
に
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
完
全
受
給
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
の
死
亡
は
一
九
五
六
年
三
月
後
で
且
つ
一
九
五
八
年
一
0
月
前
の
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
元
来
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
る
新
規
加
入
者
で
六
五
オ
に
近
い
人
に
対
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
既
加
入
者
も
代
替
条
件
と
し
て
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
a
 
“ほ
最
後
に
当
座
受
給
資
格
が
な
く
と
も
完
全
受
給
資
格
を
持
つ
者
が
あ
る
こ
と
を
附
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
遺
族
は
死
亡
し
た
加
入
者
が
当
座
受
給
資
格
を
持
っ
て
い
た
と
き
上
記
の
給
付
金
を
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
の
法
律
の
受
給
資
格
条
件
当
初
の
法
律
に
お
け
る
受
給
資
格
条
件
は
五
日
以
上
加
入
産
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
た
だ
し
そ
の
各
々
の
日
が
一
九
三
六
年
―
二
月
末
後
の
相
異
な
る
暦
年
の
年
に
属
し
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
労
働
者
は
同
時
日
後
六
五
オ
ま
で
に
加
入
雇
用
先
で
最
低
二
0
0
0ド
ル
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
六
五
オ
に
到
達
し
た
人
は
同
法
で
は
そ
の
と
き
受
給
資
格
の
な
い
と
き
に
は
次
仰
項
に
述
べ
る
よ
う
な
還
付
金
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
雇
用
先
に
な
お
留
っ
て
働
ら
き
同
資
格
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
六
五
オ
ま
で
に
受
給
資
格
を
得
た
人
も
雇
用
先
で
労
働
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
年
金
額
を
増
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
六
c
 
六
四
半
期
す
べ
て
が
被
保
険
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
七
八
585 
述
の
基
本
年
金
月
額
の
一
0
0形
で
あ
る
。
支
給
は
加
入
者
の
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
（
以
前
に
は
半
年
遡
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
が
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
り
一
カ
年
遡
っ
て
有
効
に
な
る
）
実
際
上
退
職
し
た
と
き
に
効
力
を
発
生
す
る
。
妻
と
は
法
律
で
夫
の
子
女
を
生
ん
だ
も
の
、
或
い
は
配
偶
者
年
金
請
求
直
前
三
カ
年
以
上
結
婚
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
夫
が
退
職
mu 
Ii 
の
際
こ
の
年
数
に
満
た
ぬ
も
の
は
こ
の
期
間
の
経
過
を
待
っ
て
支
給
が
始
ま
る
。
妻
が
六
五
才
未
満
で
も
一
八
才
未
洞
の
子
女
が
あ
れ
ば
同
様
五
0
％
の
母
親
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
も
し
夫
が
主
と
し
て
妻
に
扶
蓑
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
妻
が
退
職
の
と
き
完
全
・
当
座
l
 
屈
両
受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
夫
に
も
配
偶
者
年
金
が
同
様
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
一
八
才
未
満
の
子
女
に
も
同
様
五
0
％
の
子
女
（イ）
ー
完
全
受
給
資
格
者
の
み
の
場
合
加
入
者
が
六
五
才
以
上
に
な
り
、
完
全
受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
退
職
の
と
き
老
令
年
金
を
受
け
る
。
こ
の
年
金
月
額
は
後
退
職
者
の
妻
が
六
五
才
以
上
で
あ
れ
ば
、
基
本
年
金
月
額
の
五
0
％
の
配
偶
者
年
金
が
そ
れ
に
加
え
て
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
よ
う
。
8
 
“
U
 
五
才
後
は
常
傭
雇
用
先
で
賃
金
を
受
け
る
場
合
に
は
毎
月
の
年
金
の
支
払
は
停
止
さ
れ
た
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
加
入
者
生
存
の
場
合
砂
“
凶
9
.
年
金
受
取
人
お
よ
び
年
金
割
合
七
九
加
入
者
本
人
が
退
職
し
て
給
付
を
受
け
る
揚
合
そ
の
被
扶
養
者
も
給
付
を
受
け
、
ま
た
加
入
者
本
人
が
死
亡
し
た
場
合
そ
の
遺
族
が
給
付
を
受
け
る
が
、
そ
れ
等
給
付
は
死
亡
一
時
金
以
外
す
べ
て
年
金
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
い
ま
こ
れ
等
年
金
を
受
給
資
格
に
よ
っ
て
ニ
大
別
し
、
な
お
こ
れ
に
支
給
上
の
制
限
規
定
、
死
亡
一
時
金
お
よ
び
創
設
当
初
の
年
金
受
取
人
の
諸
事
項
を
加
え
て
、
説
明
を
試
み
5 86 
3
制
限
規
定
当
座
受
給
資
格
者
（
完
全
受
給
資
格
者
も
同
じ
）
が
一
八
才
未
洞
の
子
女
を
残
し
て
死
亡
し
た
と
き
に
は
そ
の
遺
児
に
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
一
八
才
未
滴
の
遺
児
の
あ
る
寡
婦
と
な
っ
た
班
親
に
寡
婦
緑
親
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
年
金
は
班
親
が
再
婚
し
或
い
は
六
五
オ
に
達
し
た
と
き
は
停
止
さ
れ
る
。
遺
児
年
金
は
同
様
の
資
格
の
あ
る
婦
人
労
働
者
の
死
亡
の
際
に
も
ま
た
、
子
女
が
こ
れ
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
つ
ね
に
払
わ
れ
る
。
年
金
額
は
寡
婦
鉦
親
年
金
で
は
基
本
年
金
月
額
の
七
五
％
、
遺
児
年
金
は
遺
児
そ
れ
ぞ
れ
に
五
0
％
で
あ
る
が
、
全
遣
児
に
さ
ら
に
二
五
％
が
支
給
さ
れ
、
そ
れ
が
全
遺
児
に
平
等
に
分
配
悶屈
さ
れ
る
。
こ
の
二
五
形
は
一
九
五
0
年
の
改
正
で
新
に
加
っ
た
。
2
 
加
入
者
が
死
亡
の
場
合
は
次
項
の
年
金
の
支
給
も
行
わ
れ
る
。
完
全
受
給
資
格
者
が
配
偶
者
も
な
く
、
基
本
年
金
月
額
の
七
五
形
の
寡
婦
年
金
は
完
全
受
給
資
格
を
有
す
る
夫
が
死
亡
し
た
場
合
（
退
職
後
の
死
亡
を
含
め
る
）
寡
婦
が
六
五
オ
に
な
っ
た
と
き
支
給
さ
れ
る
。
再
婚
の
揚
合
に
は
支
給
が
停
止
さ
れ
る
。
こ
の
支
給
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
寡
婦
は
夫
の
子
女
を
⑳
 
厄
生
む
か
夫
の
死
亡
一
カ
年
前
に
結
婚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
扶
養
さ
れ
て
い
る
夫
に
つ
い
て
も
同
様
七
五
％
の
年
金
月
額
が
鰈
夫
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
き
同
じ
く
七
五
％
の
両
親
年
金
が
支
払
わ
れ
る
。
両
親
年
金
は
一
九
五
0
年
前
は
五
0
％
で
あ
っ
た
。
な
お
完
全
受
給
資
格
を
有
す
る
当
座
受
給
資
格
者
（
完
全
受
給
資
格
者
と
も
）
の
場
合
（口）
加
入
者
死
亡
の
場
合
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
一
八
才
未
満
の
子
女
も
な
く
し
て
死
亡
し
た
と
き
に
は
被
扶
養
両
親
が
六
五
オ
に
逹
し
た
と
八
〇
587 
5
 
る
か
ら
寛
大
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
も
保
険
税
を
払
い
基
本
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
、
き
で
あ
る
。
死
亡
一
時
金
八
上
記
の
年
金
に
は
制
限
が
あ
っ
て
、
何
人
も
一
種
を
超
え
る
年
金
の
全
額
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
或
る
婦
人
が
自
ら
ま
た
夫
と
の
関
係
で
配
偶
者
年
金
或
い
は
寡
婦
年
金
を
受
け
る
権
利
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
た
だ
二
つ
の
年
金
の
う
ち
の
大
き
い
方
だ
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
或
る
遺
児
の
父
も
舟
も
基
本
年
金
月
額
を
受
け
る
資
格
が
あ
り
、
そ
の
両
親
と
も
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
遺
児
は
父
か
舟
か
の
基
本
年
金
の
う
ち
の
大
き
い
金
額
に
つ
い
て
だ
け
を
支
給
さ
れ
る
。
さ
ら
に
後
述
の
よ
う
な
最
低
年
金
月
額
の
保
証
と
と
も
に
最
高
年
金
月
額
に
よ
る
制
限
規
定
の
あ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
完
全
或
い
は
当
座
受
給
資
格
者
の
死
亡
に
際
し
て
は
つ
ね
に
基
本
年
金
月
額
の
一
二
倍
の
死
亡
一
時
金
が
、
年
金
月
額
に
加
え
て
寡
婦
に
支
払
わ
れ
る
（
た
だ
し
ニ
ニ
五
ド
ル
を
限
度
と
す
る
）
。
こ
の
一
時
金
は
寡
婦
に
は
全
額
支
払
わ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
取
る
寡
婦
が
生
残
し
て
い
な
い
場
合
あ
る
い
は
夫
妻
が
同
居
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
実
際
上
埋
葬
費
を
支
払
っ
た
人
に
一
時
金
の
限
度
ま
で
償
＾
引厄う
。
た
だ
し
埋
葬
費
を
超
え
る
部
分
は
支
払
わ
な
い
。
こ
の
死
亡
一
時
金
は
死
亡
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
す
る
を
要
す
る
。
な
お
一
九
五
0
年
の
改
正
前
ま
で
は
、
生
残
の
妻
・
子
女
・
両
親
で
年
金
を
受
取
る
も
の
の
な
い
場
合
（
例
え
ば
妻
が
四
五
才
子
女
が
一
九
オ
の
と
き
夫
が
死
亡
の
場
合
）
だ
け
基
本
年
金
月
額
の
六
倍
に
等
し
い
金
額
が
、
死
亡
の
時
に
同
居
し
て
い
た
寡
婦
或
い
ほ
鰈
研届
夫
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
一
九
五
0
年
の
改
正
で
は
倍
率
は
三
倍
に
減
少
し
た
が
、
基
本
年
金
月
額
が
急
増
し
た
の
で
以
前
と
大
差
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
死
亡
の
際
に
妻
が
寡
婦
舟
親
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
一
九
三
五
年
の
法
律
に
お
け
る
年
金
受
取
人
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
4
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米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
一
九
三
七
年
実
施
の
当
初
の
制
度
で
は
年
金
は
加
入
者
本
人
の
み
に
支
給
さ
れ
た
。
ま
た
六
五
オ
に
な
る
も
受
給
資
格
を
取
得
し
て
い
な
い
者
に
は
課
税
総
賃
金
の
三
•
五
％
に
等
し
い
一
時
金
を
返
還
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
た
。
六
五
オ
前
に
死
亡
し
た
場
合
に
も
総
賃
金
の
同
じ
く
―
―
-
•
五
％
を
、
ま
た
六
五
才
後
に
死
亡
の
場
合
で
既
支
給
年
金
月
額
の
合
計
が
総
賃
金
の
一
―
-
•
五
形
よ
り
少
な
い
と
き
au 
厄
に
は
そ
の
差
額
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
年
金
受
給
資
格
の
あ
る
加
入
者
本
人
の
受
け
る
年
金
月
額
は
基
本
年
金
月
額
と
呼
ば
れ
、
家
族
の
受
け
る
年
金
や
本
人
死
亡
に
際
し
て
の
遣
族
年
金
お
よ
び
一
時
金
は
こ
れ
に
対
す
る
或
る
割
合
で
あ
る
こ
と
は
前
項
で
述
べ
た
が
、
こ
の
基
本
年
金
月
額
は
平
均
賃
金
月
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
均
賃
金
月
額
は
被
用
者
の
場
合
雇
用
先
で
受
け
た
課
税
賃
金
総
計
を
一
九
三
七
年
一
月
一
日
と
死
亡
或
い
は
基
本
年
金
月
額
を
受
取
る
時
日
と
の
間
の
四
半
期
数
の
三
倍
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
総
計
の
計
算
は
一
九
三
九
年
の
法
律
で
は
、
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
三
0
0
0
ド
ル
(
-
九
五
0
年
改
正
で
三
五
0
0
ド
ル
、
一
年
に
つ
き
課
税
は
算
入
せ
ず
、
ま
た
死
亡
或
い
は
六
五
オ
に
な
っ
た
四
半
期
（
六
五
オ
で
退
職
し
た
も
の
と
仮
定
）
の
賃
金
も
算
入
せ
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
総
計
に
は
ニ
ニ
オ
に
な
っ
た
四
半
期
前
に
受
取
っ
た
賃
金
で
一
四
半
期
五
0
ド
ル
未
満
の
も
の
も
算
え
ぬ
こ
と
に
な
6
 
厄
っ
て
い
た
。
六
五
オ
後
も
退
職
せ
ず
に
働
い
た
場
合
に
は
退
職
に
際
し
て
最
高
の
平
均
賃
金
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
六
五
才
後
の
賃
金
の
算
入
或
い
は
除
外
が
自
由
に
で
き
た
。
加
入
職
業
に
就
職
し
た
の
が
一
九
三
七
年
一
月
よ
り
も
後
の
場
合
は
そ
の
就
職
時
か
ら
起
算
す
餅厄る
。
ニ
ニ
オ
到
達
後
は
死
亡
或
い
は
六
五
オ
ま
で
の
間
の
月
数
は
賃
金
が
よ
し
入
ら
ず
と
も
平
均
賃
金
計
算
に
お
け
る
分
母
に
は
考
慮
n
 
に
平
均
賃
金
月
額
一
九
五
四
年
改
正
で
四
二
0
0
ド
ル
に
引
上
げ
）
超
過
分
八
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八
一
九
五
0
年
の
改
正
で
同
月
額
が
多
い
も
一
九
五
四
年
の
改
正
で
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
か
ら
の
加
入
者
で
同
方
式
を
有
利
と
し
こ
れ
に
よ
る
も
の
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
低
所
得
の
年
の
除
外
規
定
が
加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
賃
金
総
計
の
計
算
に
際
し
て
、
暦
年
で
四
ヵ
年
（
ど
の
年
で
も
そ
の
除
外
に
よ
り
最
高
の
平
均
賃
金
が
得
ら
れ
る
も
の
）
が
分
子
と
分
舟
双
方
か
ら
取
除
か
れ
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
除
外
規
定
は
、
総
賃
金
計
算
が
一
九
一
二
七
年
か
ら
算
え
る
も
の
な
る
と
、
新
起
算
方
式
に
よ
り
一
九
五
一
年
か
ら
算
え
る
も
の
な
る
と
を
問
わ
ず
、
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
っ
た
。
完
全
痘
疾
で
こ
の
よ
う
な
控
除
の
で
き
る
た
め
に
は
少
く
と
も
六
カ
月
完
全
瘤
疾
の
状
態
に
あ
り
、
且
つ
当
座
受
給
資
格
者
で
あ
り
、
ま
た
過
去
四
0
四
半
期
の
う
ち
で
二
0
期
が
被
保
険
期
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
の
四
年
或
い
は
五
年
除
外
の
規
定
は
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
新
規
加
入
団
体
に
起
る
か
も
し
れ
な
い
収
入
零
の
年
の
存
在
か
ら
受
け
る
不
利
益
を
、
無
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
既
加
入
者
に
も
若
千
の
利
益
を
与
よ
う
が
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
年
金
月
額
算
式
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
こ
れ
に
加
え
て
完
全
瘤
疾
の
期
間
も
控
除
で
き
る
こ
と
に
な
基
本
年
金
月
額
の
算
式
は
一
九
三
九
年
の
改
正
で
形
式
的
に
当
初
の
も
の
と
は
全
然
違
う
も
の
に
な
る
と
と
も
に
、
本
人
以
外
の
家
族
へ
受
取
人
を
大
拡
張
し
た
こ
と
に
よ
り
同
金
額
は
む
し
ろ
減
少
し
た
も
の
に
な
っ
た
が
、
の
で
は
従
来
の
二
倍
に
な
り
、
ま
た
算
式
の
形
式
も
少
し
違
う
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
五
二
年
お
よ
び
一
九
五
四
年
に
同
月
額
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
造
(
-
)
（
川
元
）
一
九
五
0
年
改
正
法
に
よ
る
新
規
加
入
者
で
新
起
算
方
式
を
採
用
し
た
も
の
は
、
さ
れ
る
。
一
九
五
一
年
一
月
一
日
か
ら
の
月
数
を
算
え
る
こ
590 
の
法
律
で
定
っ
た
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
表
は
ま
た
新
基
本
年
金
月
額
算
式
で
除
外
規
定
を
用
い
て
計
算
し
て
も
一
九
五
二
年
の
法
律
に
よ
る
も
の
よ
り
年
金
月
額
が
五
ド
ル
は
増
加
し
な
い
場
合
に
も
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
表
は
最
低
五
ド
ル
は
多
く
な
る
よ
う
方
式
」
を
用
い
ず
、
一
九
五
四
年
九
月
現
在
の
年
金
受
給
者
に
対
す
る
改
正
基
本
年
金
月
額
の
計
算
に
は
、
従
来
の
基
本
年
金
月
額
に
相
対
応
す
る
新
基
本
年
金
月
額
を
掲
載
し
た
「
基
本
年
金
月
額
変
更
表
」
を
用
い
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
表
は
将
来
の
年
金
受
給
者
で
も
「
新
起
算
一
九
三
七
年
に
遡
っ
て
計
算
さ
れ
る
人
々
に
対
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
年
金
月
額
は
ま
ず
一
九
三
九
年
る
。
な
お
現
行
の
最
低
基
本
年
金
月
額
は
三
0
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
合
計
一
〇
八
•
五
ド
ル
は
こ
の
場
合
の
基
本
年
金
月
額
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
基
本
年
金
月
額
の
最
高
で
あ
米
国
社
会
保
悴
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
現
行
の
算
式
は
一
九
五
四
年
改
正
の
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
。
完
全
受
給
資
格
に
必
要
な
最
低
被
保
険
期
数
で
あ
り
、
当
座
受
給
資
格
の
所
要
被
保
険
期
数
で
あ
る
六
被
保
険
期
を
、
一
九
五
三
年
六
月
後
に
取
得
し
て
受
給
資
格
を
得
た
者
す
べ
て
に
、
適
用
さ
れ
る
。
現
行
の
算
式
は
平
均
賃
金
月
額
の
最
初
の
―
-
0
ド
ル
の
五
五
％
に
、
平
均
賃
金
月
額
の
―
-
0
ド
ル
を
超
え
た
部
分
の
二
0
％
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
最
高
平
均
賃
金
月
額
は
、
保
険
税
の
課
せ
ら
れ
る
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
が
年
四
二
0
0
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
実
際
上
そ
れ
以
上
収
入
が
あ
っ
て
も
、
平
均
賃
金
年
額
は
同
金
額
に
抑
え
ら
れ
、
従
っ
て
平
均
賃
金
月
額
は
最
高
三
五
0
ド
ル
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
賃
金
月
額
三
五
0
ド
ル
の
場
合
の
基
本
年
金
月
額
を
計
算
す
れ
ば
、
最
初
の
―
-
0
ド
ル
の
五
五
％
は
六
0
.
五
ド
ル
で
あ
り
、
三
五
0
ド
ル
の
こ
れ
を
超
え
る
部
分
す
な
わ
ち
二
四
0
ド
ル
（
次
の
二
四
0
ド
ル
と
称
せ
ら
る
）
1
現
行
算
式
の
引
上
げ
が
あ
っ
た
が
、
一
九
五
0
年
改
正
の
形
式
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
八
四
の
二
〇
％
は
四
八
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第 3表 基 本 年 金 月 額 算 式 一 覧
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
八五
1939年改正 1935年公布 公布年
平均賃金月額＄250（最高）の 65オまでの総賃金のうち
うち
の一21 •彩初の＄3000
①最初の＄50~40彩
算
③次の 200Xl0% 3,000-ぉ,000 の1彩
12 
⑧ ①とRの合計Xl彩X年
数（年賃金が＄200以上の
45,000超 咄彩 式
ときの 1年に対し 1彩）
①②⑧の合計額
(A)平均賃金月額＄250 (A)総賃金＄90,000
年数30年（年賃金＄200以上）
（年賃金＄3,00030年加入）
$50X0.4=20 $3,ooox-b2 彩＝15
計
200X0.1=20 42,000X~11 2 %=35 
40X0.01X30=12 
45,000X函1 彩＝18.75
算
計＄ 52
(B)平均賃金＄ 45 計＄68.75 例
年数 5年 (II) (B)総賃金＄2,700
$45X0.4=18 （年賃金＄540,5年加入）
18X0.01X5=0.9 $2,700X.!..＝13.5 2 
計＄18.9
（の平仮均定賃）金月額＄25約0年＄数6050年
（$総85賃金＄129,000の生み出すもの）
最高基本
年金月額
$ 10 $10 年最低基本
金月額
$3,000 $3,000 最高賃金
ベース年額
基本年金月額の 2倍｝のうち 最高世帯
$平8均5賃金月額の80彩 額の最小 年金月額
（最低限＄20あり）
D. Gagliardo: ibid., P.P. D. Gagliardo: ibid., P. 97 文 献83-84 
に
出
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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| 
1952年改正 I 1950年改正I 1954年改正
平均賃金月額 ＄350（最高）の 平均賃金月額＄300（最高）平均賃金月額＄300（最高）
うち のうち
のうち
最初の ＄110 55% 最初の＄100 55彩 最初の ＄100 50% 
次の 240 20彩 次の 200 15彩 次の 200 15% 
(A)平均賃金月額 ＄250 (A)平均賃金 (A)平均賃金月額 ＄250 
$ llOX0.55=60.5 月額 ＄250 $100X0.5=50 
140X0.2=28 $ lOOX0.55=55 150X0.15=22.5 
計＄ 88.5 150X0.15=22.5 計＄ 72.5
(B)平均賃金月額 ＄45 計＄77.5 (B)平均賃金月額糾5
$ 45X0.55=24.75 (B)平均賃金月額 ＄45 $45 x0.5=22.5 
年金月額 ＄24.75 $ 45X0.55=24.75 年金月額 ＄22.5 
年金額 ＄24.75 
$108.5 $ 85 $80 
$ 30 $ 25 $20 
$4,200 $3,600 $3,600 
$平2均00賃金月額の80叫 $168.78 }のう $ 150 } II 平均賃金月額の80彩 平均賃金月額の8096 のう
上記80％は基本年金月額の ち小さい方 ちの小さい方
150%（これが＄50より小さい
ときは＄50)以上のこと
R.J. Myers: ibid., P. 80 R.J. Myers: ibid., P. 80 
S.H. Asch: ibid., P.P. 
125-26 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
八
六
593 
こ
の
よ
う
な
基
本
年
金
月
額
増
加
の
原
因
を
検
討
す
る
に
一
九
五
0
年
の
も
の
は
そ
の
前
の
も
の
に
く
ら
べ
加
入
年
数
の
因
子
が
な
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
と
な
っ
て
い
る
。
の
金
額
で
は
あ
る
が
、
ヵミ
ヽ
2
 
一
九
五
0
年
の
法
律
の
も
の
よ
り
退
職
者
一
人
に
つ
き
五
ド
ル
、
八
七
一
九
五
四
年
で
は
平
均
賃
金
の
多
い
も
の
ほ
創
設
以
来
の
算
式
の
変
遷
創
設
当
時
お
よ
び
そ
の
後
の
各
改
正
の
算
式
は
第3
表
に
、
そ
の
計
算
例
•
最
高
お
よ
び
最
低
基
本
年
金
月
額
•
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
年
額
・
泄
帯
年
金
月
額
の
最
高
限
等
の
関
係
数
字
と
と
も
に
掲
載
し
た
。
創
設
当
時
の
年
金
は
す
で
に
年
金
受
取
人
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
加
入
者
本
人
だ
け
に
支
給
さ
れ
、
家
族
に
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
一
九
三
九
年
改
正
の
も
の
か
ら
は
本
人
退
職
後
そ
の
生
存
中
そ
の
家
族
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
き
な
支
給
金
の
拡
大
で
あ
る
。
本
人
死
亡
の
と
き
に
は
当
初
の
も
の
で
は
一
時
金
が
総
賃
金
の
三
•
五
％
だ
け
遺
族
に
支
給
さ
れ
、
こ
れ
は
相
当
一
九
三
九
年
の
改
正
法
で
の
遺
児
年
金
・
遺
児
母
親
年
金
の
総
額
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
退
職
後
の
死
亡
に
際
し
て
も
前
者
で
は
一
―
-
•
五
％
と
既
支
給
年
金
と
の
差
額
だ
け
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
寡
婦
年
金
や
遺
児
年
金
を
受
け
る
後
者
の
改
正
法
は
大
き
な
福
音
で
あ
る
。
当
然
予
期
で
き
る
よ
う
に
、
事
実
上
後
掲
の
第
8
表
を
み
る
に
一
九
五
四
年
の
実
際
受
給
者
数
に
お
い
て
、
受
給
遣
児
の
数
が
受
給
寡
婦
お
よ
び
同
寡
婦
母
親
の
合
計
数
よ
り
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
諸
点
を
勘
案
し
て
か
基
本
年
金
そ
の
も
の
は
一
九
一
二
九
年
改
正
の
も
の
は
当
初
の
も
の
よ
り
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
（
第
3
表
計
算
例
参
照
）
一
九
五
0
年
の
改
正
算
式
で
は
第
7
表
で
知
ら
れ
る
通
り
、
退
職
者
本
人
の
年
金
月
額
は
実
際
支
給
額
で
は
あ
る
が
平
均
七
割
以
上
の
増
加
振
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
平
均
基
本
年
金
月
額
自
身
の
急
増
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
で
知
ら
れ
る
通
り
、
ど
有
利
で
あ
り
、
一
九
五
二
年
の
改
正
で
は
第
3
表
の
計
算
一
九
五
一
ー
五
三
年
の
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
年
一
＿
一
六
0
0
ド
ル
を
平
均
賃
金
に
用
い
れ
ば
同
月
額
は
一
―
―
-
•
五
ド
ル
増
594 
•
五
ド
ル
と
大
幅
に
上
昇
し
て
来
た
。
法
律
の
約
六
0
ド
ル
か
ら
一
九
五
0
年
改
正
で
八
0
ド
ル
、
一
九
五
二
年
の
法
律
で
は
八
五
ド
ル
、
一
九
五
四
年
の
修
正
で
は
一
〇
八
律
で
二
0
ド
ル
、
一
九
五
二
年
の
改
正
で
二
五
ド
ル
、
0
0
ド
ル
再
び
増
し
て
四
二
0
0
ド
ル
に
な
っ
た
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
選
族
年
金
制
度
．
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
く
な
っ
て
い
る
が
、
平
均
賃
金
月
額
の
最
初
の
金
額
へ
の
割
合
が
四
0
形
か
ら
五
0
形
へ
と
高
め
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
最
初
の
金
額
が
五
0
ド
ル
か
ら
一
0
0
ド
ル
ヘ
と
倍
加
し
て
い
る
。
ま
た
最
初
の
金
額
を
超
え
る
「
次
の
金
額
」
へ
の
割
合
も
前
の
一
0
形
か
ら
一
五
形
へ
と
五
割
増
し
て
い
る
。
そ
れ
に
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
も
年
額
三
0
0
0
ド
ル
か
ら
三
六
0
0
ド
ル
ヘ
と
六
0
0
ド
ル
も
引
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
等
の
諸
要
素
の
率
お
よ
び
金
額
は
大
体
に
お
い
て
―
つ
で
も
相
当
の
影
響
を
与
え
る
の
に
、
総
合
的
に
年
金
月
額
増
一
九
五
二
年
の
も
の
は
そ
の
前
の
も
の
に
較
べ
最
初
の
一
0
0ド
ル
ヘ
の
割
合
が
五
0
％
か
ら
五
五
％
と
な
り
、
五
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
基
本
年
金
月
額
は
五
ド
ル
増
加
し
た
わ
け
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
の
算
式
は
そ
の
前
の
も
の
に
較
べ
、
平
均
賃
金
月
額
の
最
初
の
金
額
が
一
0
ド
ル
増
加
し
て
一
0
0
ド
ル
が
―
-
0ド
ル
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
次
の
金
額
へ
の
割
合
が
一
五
グ
ク
か
ら
二
0
％
へ
と
五
形
高
め
ら
れ
、
さ
ら
に
最
高
賃
金
ペ
ー
ス
も
年
額
六
低
賃
金
所
得
者
の
年
金
額
増
加
の
点
で
見
逃
し
得
な
い
の
は
、
基
本
年
金
月
額
最
低
限
が
当
初
の
一
0
ド
ル
か
ら
一
九
五
0
年
の
法
加
へ
と
働
ら
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
法
律
で
三
0
ド
ル
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
算
式
に
関
係
あ
る
種
々
の
要
素
、
殊
に
最
高
平
均
賃
金
月
額
か
ら
自
然
定
っ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
最
高
基
本
年
金
月
額
も
一
九
三
九
年
の
算
式
の
変
更
に
際
し
て
は
一
九
五
0
年
・
一
九
五
二
年
の
改
正
の
と
き
も
前
述
の
一
九
五
四
年
の
と
き
と
同
様
、
当
時
の
現
在
年
金
受
給
者
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
年
金
月
額
変
更
表
が
作
成
さ
れ
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
一
二
回
の
同
上
変
更
表
を
便
宜
上
一
括
し
た
の
八
八
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こ
や
、
、
t
ヵ
八
九
最
低
世
帯
年
金
月
額
の
規
定
と
し
て
は
一
九
五
0
年
ま
で
続
い
た
一
九
三
九
年
の
法
律
に
お
け
る
一
9-0ド
ル
と
い
う
最
低
額
が
あ
っ
一
九
五
0
年
の
改
正
法
以
来
は
、
基
本
年
金
月
額
の
最
低
金
額
の
特
定
割
合
か
ら
生
ず
る
も
の
（
例
え
ば
受
給
退
職
者
の
妻
或
い
は
子
女
は
基
本
年
金
月
額
最
低
の
五
0
彩
を
支
給
さ
れ
る
）
以
外
の
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
族
に
対
す
る
最
低
泄
帯
年
金
月
額
は
三
0
ド
ル
と
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
基
本
年
金
月
額
の
最
低
額
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
だ
一
人
の
遺
族
だ
け
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
最
高
世
帯
年
金
月
額
は
一
九
三
九
年
の
法
律
で
は
、
基
本
年
金
月
額
の
二
倍
か
平
均
賃
金
月
額
の
八
〇
彩
か
八
五
ド
ル
か
の
う
ち
の
最
小
金
額
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
0
年
の
法
律
で
は
一
五
0
ド
ル
か
平
均
賃
金
月
額
の
八
〇
彩
か
の
う
ち
小
さ
い
方
の
金
額
と
な
り
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遥
(
-
)
（
川
元
）
簡脩
最
低
お
よ
び
最
高
世
帯
年
金
額
第 4表 基本年金月額変更表
1939年改1950年改1952年改1954年改
正法によ 正法によ 正法によ 正法によ
る る る る
$10 $ 20 $ 25 $ 30 
15 30 35 40 
20 37 42 47 
25 46.5 52.4 57.4 
30 54 60.8 66.3 
35 59.2 66.6 73.9 
40 64 72 81.1 
45 68.5 77.1 88.5 
＊ 80.1 91.9 
＊ 85 98.5 
が
第
4
表
で
あ
る
。
S. H. Asch: ibid., P. 27 
R. J. Myers: ibid., P. 80 
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
、
遺
596 
早
見
表
と
し
て
利
用
で
き
る
。
制
度
関
係
職
員
が
、
平
均
賃
金
月
額
を
知
る
と
き
、
あ
る
批
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
は
退
職
者
或
い
は
同
年
金
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
遷
の
変
(
-
)
（
川
元
）
一
九
五
二
年
の
法
律
で
は
前
者
が
一
六
八
・
七
八
ド
ル
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
現
行
の
一
九
五
四
年
の
改
正
に
よ
る
最
高
祉
帯
年
金
月
額
は
二
0
0ド
ル
か
平
均
賃
金
月
額
の
八
0
％
の
う
ち
小
さ
い
方
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
平
均
賃
金
月
額
の
八
0
％
と
い
う
最
高
額
は
基
本
年
金
月
額
の
一
五
0
%
（
こ
の
金
額
が
五
0
ド
ル
よ
り
も
少
な
い
と
き
は
五
0
ド
ル
）
よ
り
も
少
な
く
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
規
定
は
新
し
い
も
の
で
こ
れ
は
受
取
人
が
た
だ
二
人
の
場
合
に
は
い
つ
で
も
年
金
全
額
が
払
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
退
職
者
本
人
の
生
存
中
は
基
本
年
金
月
額
の
一
0
0彩
と
他
の
家
層
の
平
均
賃
金
月
額
に
対
し
て
掲
げ
た
も
の
の
に
対
す
る
割
合
や
一
世
帯
の
最
高
最
低
年
金
月
額
を
考
慮
し
帯
に
支
給
さ
る
べ
き
年
金
月
額
総
計
を
一
見
し
て
知
り
得
る
る
。
こ
れ
は
年
金
を
受
け
取
る
家
族
各
々
の
基
本
年
金
月
額
一
部
で
あ
が
、
第
5
表
は
こ
の
よ
う
な
組
合
せ
別
の
年
金
月
額
を
各
階
第 5表世帯年金月額一覧
退職者および受給家族組合せ別
（新起算方式使用）
種
類
の
退
職
者
お
よ
び
受
給
家
族
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
る
世帯年金月額はこれを決定するものとして色々な
平均賃金月額！退職者本人本人と老要1本人と(老3)妻と
（除外期間控除）のみ(1) (2) 一子女
$ 50 $ 30 / 45 $ 50 
100 55 83 83 
200 79 118 157 
300 99 148 197 
R.J. Myers: ibid., P. 81より抜宰
原表に掲載の受給家族組合せは上表のほか ①老萎の
み ②老令両親 ③寡婦と一児 ④寡婦と二児 ⑥寡
婦と三児以上⑥一児 ⑦二児がある。また④退職者本
人と老令被扶養の夫◎本人と一児◎本人と老令被扶養
の夫と一児◎本人と二児⑮老令被扶養の鰊夫◎二人の
老令被扶養両親が考慮されているが，④～◎は上表(1)
~(3)欄および①～⑦のどれかが適用されるものとなっ
ている。
族
一
人
の
五
0
形
と
で
合
計
一
五
0
形
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
九
〇
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こ
れ
に
関
係
は
な
く
、
闘
こ。t
 現
行
年
金
支
給
停
止
規
定
退
職
者
本
人
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
双
方
に
対
す
る
年
金
或
い
は
生
残
者
に
対
す
る
年
金
は
、
従
前
の
停
止
規
定
九
者
が
或
る
程
度
の
所
得
の
あ
る
仕
事
に
麗
わ
れ
た
と
き
に
は
支
払
わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
雇
用
先
か
ら
の
所
得
が
一
カ
年
に
―
二
0
0ド
ル
或
い
は
そ
れ
未
滴
で
あ
る
な
ら
ば
、
年
金
は
一
年
間
の
全
部
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
が
、
所
得
が
―
二
0
0ド
ル
を
超
え
る
な
ら
ば
そ
の
超
過
額
八
0
ド
ル
毎
に
一
年
金
月
額
宛
支
給
が
停
止
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
残
額
が
八
0
ド
ル
未
洞
で
あ
っ
て
も
同
様
の
停
止
を
行
う
。
し
か
し
一
カ
月
八
0
ド
ル
以
下
の
賃
金
で
、
或
る
程
度
の
所
得
の
あ
る
自
家
営
業
も
し
て
い
な
い
月
に
対
し
て
は
何
等
支
給
の
停
止
が
な
い
。
ま
た
支
給
停
止
規
定
は
退
職
労
働
者
が
七
ニ
オ
に
達
し
た
後
に
は
全
然
適
用
し
な
い
。
従
前
の
法
律
で
は
か
な
り
違
っ
た
基
準
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
切
支
給
停
止
基
準
は
賃
金
所
得
者
に
対
し
て
は
年
収
で
な
く
む
し
ろ
月
収
と
し
た
。
同
支
給
が
停
止
に
な
る
限
度
の
所
得
金
額
は
一
九
五
四
年
の
法
律
よ
り
も
低
く
一
カ
月
七
五
ド
ル
、
自
家
営
業
者
に
対
し
て
は
一
カ
年
九
0
0ド
ル
で
あ
っ
た
。
り
雇
用
先
す
べ
て
の
所
得
の
合
計
で
は
な
く
、
同
制
度
に
加
入
の
雇
用
先
の
み
に
適
一
九
三
九
年
の
法
律
で
は
退
職
者
本
人
が
同
制
度
加
入
雇
用
先
で
一
カ
月
一
五
ド
ル
或
い
は
そ
れ
を
超
え
る
所
得
を
得
た
と
き
は
そ
の
月
に
対
し
て
年
金
月
額
の
支
給
が
止
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
例
え
ば
農
業
労
働
の
よ
う
に
当
時
加
入
範
囲
外
に
あ
る
職
業
で
の
所
得
は
ま
た
妻
の
み
が
加
入
雇
用
先
で
一
五
ド
ル
以
上
を
得
た
と
き
に
は
妻
の
年
金
月
額
の
み
が
支
給
停
止
を
受
け
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
用
し
た
。
日
支
給
停
止
の
免
除
年
令
は
七
五
オ
で
あ
っ
た
。
2
 
ー
l
 
脩
年
金
支
給
停
止
規
定
一
般
に
退
職
者
本
人
或
い
は
被
扶
養
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米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
支
給
停
止
条
件
挿
入
の
理
由
支
給
停
止
条
件
を
入
れ
た
の
は
最
初
は
不
況
の
労
働
市
場
か
ら
老
令
労
働
者
を
締
め
出
す
―
つ
の
方
法
と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
規
定
を
続
行
し
た
の
は
主
と
し
て
同
制
度
の
コ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
実
際
支
出
金
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
年
金
の
支
給
は
実
際
上
の
退
職
、
つ
ま
り
加
入
雇
用
先
か
ら
の
脱
退
を
条
件
と
し
て
い
る
が
、
完
全
受
給
資
格
者
で
六
五
オ
に
す
で
に
達
し
て
い
る
人
全
部
に
年
金
を
支
払
っ
て
い
た
と
せ
ば
同
制
度
の
コ
ス
ト
は
一
三
％
増
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
支
給
停
止
規
定
を
完
全
に
削
除
し
て
し
ま
え
ば
そ
の
支
出
金
は
お
そ
ら
く
毎
年
一
0
億
ド
ル
増
加
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
多
数
の
者
は
実
際
上
退
職
し
て
い
な
い
人
に
対
す
る
こ
の
よ
う
に
大
き
な
金
額
の
支
出
を
心
で
う
な
ず
く
の
は
難
し
い
わ
闘
。
け
で
あ
る
受
給
資
格
者
数
一
九
五
三
年
ま
で
に
実
際
に
受
給
資
格
を
取
得
し
た
人
の
数
は
第
6
表
の
通
り
で
あ
る
。
同
表
に
は
一
九
四
0
年
か
ら
そ
の
数
字
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
現
行
受
給
資
格
は
一
九
三
九
年
の
法
律
で
初
め
て
登
場
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
表
で
は
永
久
完
全
受
給
資
格
者
お
よ
び
一
時
的
完
全
受
給
資
格
者
の
増
加
状
況
を
知
る
た
め
に
、
毎
年
の
対
前
年
増
加
数
を
原
資
料
に
よ
り
算
出
し
て
、
先
ず
受
給
資
格
者
総
数
を
概
観
す
る
に
、
＾
叫
r旧
一
九
四
0
年
に
お
け
る
約
二
三
百
万
人
は
同
年
現
在
の
同
制
度
加
入
者
総
数
三
五
百
万
人
に
対
し
て
三
分
の
二
に
当
る
。
残
り
の
三
分
の
一
は
如
何
な
る
形
の
資
格
を
も
得
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
掲
げ
た
。
ー 年
金
の
支
給
に
つ
い
て
の
実
績
と
批
判
3
 
と
も
に
一
九
五
四
年
の
改
正
前
の
推
算
に
よ
れ
ば
九
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一
九
四
六
年
初
に
は
約
五
0
百
万
人
（
そ
の
後
数
年
停
滞
）
と
増
加
し
た
が
、
受
一
九
四
六
年
に
は
四
0
百
万
人
に
な
っ
た
。
そ
の
加
入
者
へ
の
割
合
は
五
分
の
四
で
あ
り
、
加
入
者
数
に
大
分
近
づ
い
て
来
て
い
る
。
そ
の
後
受
給
資
格
者
総
数
は
着
実
に
増
加
し
て
来
た
が
、
に
は
急
増
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
五
三
年
に
は
推
定
加
入
者
数
の
す
べ
て
は
大
体
何
等
か
の
形
で
受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
n
 
脩
思
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
に
お
け
る
永
久
完
全
受
給
資
格
者
の
毎
年
の
増
加
人
数
は
、
従
来
の
五
0
万
人
前
後
か
ら
一
挙
に
五
百
万
、
翌
年
も
三
百
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
時
的
受
給
資
格
者
は
逆
に
両
年
に
、
三
百
万
人
と
一
百
万
人
の
急
激
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
四
0
被
保
険
期
を
ば
最
短
期
間
一
0
年
で
得
た
永
久
完
全
受
給
資
格
者
が
大
量
に
同
年
に
生
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
制
度
開
始
の
際
の
加
入
者
は
、
そ
の
被
保
険
期
の
計
算
は
一
九
一
九
三
九
年
の
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
従
来
一
時
的
完
全
受
給
資
格
者
に
属
し
て
い
た
多
数
の
人
が
、
四
0
被
保
険
期
を
取
得
し
て
こ
の
資
格
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
九
な
お
一
九
四
八
年
初
の
永
久
完
全
受
給
資
格
者
総
数
一
―
•
六
百
万
人
の
う
ち
四
0
被
保
険
期
を
取
得
し
た
者
と
、 一
九
五
一
年
初
二
月
末
後
と
六
五
オ
と
の
間
の
四
半
期
の
数
の
半
分
以
上
が
被
保
険
期
で
あ
っ
た
者
と
の
数
を
み
る
に
、
前
者
は
七
・
七
百
万
人
で
あ
6
 
脩
り
、
後
者
は
一
―
-
•
九
百
万
人
で
あ
っ
た
。
次
に
一
九
五
一
年
初
に
お
け
る
永
久
完
全
受
給
資
格
者
お
よ
び
一
時
的
完
全
受
給
資
格
者
の
増
加
数
は
、
六
百
万
人
お
よ
び
一
四
百
万
人
と
な
り
、
こ
の
両
年
が
突
如
と
し
て
と
び
抜
け
て
多
い
。
新
起
算
方
式
が
採
用
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
同
方
式
は
一
九
五
一
年
初
か
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
か
か
わ
り
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
思
う
に
一
九
四
一
年
暮
に
起
っ
た
第
二
次
世
界
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
二
七
年
初
か
ら
起
算
す
る
こ
と
に
、
い
ま
上
記
の
受
給
資
格
者
総
数
を
少
し
く
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
み
る
に
、
給
資
格
者
総
数
も
毎
年
大
体
ニ
ー
四
百
万
人
宛
増
加
し
て
、
そ
の
後
加
入
者
は
軍
需
産
業
の
隆
昌
に
伴
な
い
、
一
九
三
六
年
boo 
第 6表 受給資格者統計（推定）
年始 受給資格者総計
完全 受給 賓格者
当座
永久一時的
現在 小(2)叶日 実(3数)I 増(加4)数実(5数)1I 増(加6)数
受給資格者
(1) (7) 
1940 22.9 22.9 .6 22.3 
1941 24.9 24.2 1.1 .5 23.1 .8 .7 
1942 27.5 25.8 1.4 .3 24.4 1.3 1.7 
1943 31.2 28.1 1.8 .4 26.3 1.9 3.1 
1944 34.9 29.9 2.3 .5 27.6 1.3 5.0 
1945 38.6 31.9 2.8 .5 29.1 i.5 6.7 
1946 40.3 33.4 3.4 .6 30.0 .9 6.9 
1947 41.8 35.4 8.6 5.2 26.8 -3.2 6.4 
1948 43.4 37.3 11.6 3.0 25.7 -1.1 6.1 
1949 44.8 38.9 13.2 1. 6 25.7 
゜
5.9 
1950 45.7 40.1 14.9 1. 7 25.2 -.5 5.6 
1951 59.8 59.8 21.0 6.1 38.8 13.6 
1952 62.4 62.4 22.8 1.8 39.6 .8 
1953 66.5 66.5 24.9 2.1 41.6 2.0 
The Economic Almanac 1953-54, Thomas Y. Crowell Co. P. 425 
受
給
者
数
の
増
加
の
趨
勢
は
第
7
表
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
の
改
正
で
二
年
早
め
ら
れ
た
。
た
。
当
初
の
法
律
で
は
一
九
四
二
年
か
ら
開
始
す
る
は
ず
毎
月
支
給
す
る
年
金
は
一
九
四
0
年
に
初
め
て
行
わ
れ
2
 
受
給
者
数
お
よ
び
年
金
額
年
以
来
統
計
表
か
ら
姿
を
消
し
て
終
っ
た
。
つ
ね
に
五
ー
七
百
万
人
を
往
来
し
て
い
た
が
、
一
九
五
た
も
の
と
思
う
。
そ
の
人
数
は
一
九
四
四
ー
五
0
年
ま
で
入
れ
、
同
欄
に
は
当
座
受
給
資
格
の
み
の
所
有
者
を
掲
げ
全
受
給
資
格
者
必
ら
ず
し
も
当
座
受
給
資
格
者
で
な
く
、
ま
た
当
座
受
給
資
格
者
必
ら
ず
し
も
完
全
受
給
資
格
者
で
m"＂ 
⑱
 
な
い
の
で
、
両
資
格
所
有
者
は
完
全
受
給
資
格
者
の
欄
に
終
り
に
当
座
受
給
資
格
者
欄
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
完
に
し
た
こ
と
も
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
度
加
入
者
に
、
連
続
し
て
被
保
険
期
を
取
得
す
る
を
可
能
極
め
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
賃
金
の
昂
騰
は
多
数
の
同
制
大
戦
へ
の
参
加
前
後
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
産
業
は
殷
賑
を
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
元
）
九
四
601 
起
算
方
式
を
利
用
し
た
人
が
、
多
数
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
表7
 
も
一
九
五
0
年
の
、
よ
り
早
く
受
給
資
格
を
得
る
新
第
退
職
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
以
前
か
ら
の
被
保
険
者
で
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
六
年
に
は
し
か
し
こ
の
影
響
の
需
要
多
く
退
職
者
本
人
の
数
は
こ
れ
に
強
く
影
響
も
薄
ら
ぎ
、
六
五
オ
を
超
え
て
も
職
場
に
い
た
労
働
6a 
爵
者
の
退
職
す
る
も
の
も
多
く
な
り
、
ま
た
毎
年
受
給
計統額金
資
格
を
得
た
人
で
六
五
オ
に
退
職
す
る
人
も
加
わ
り
退
職
受
給
者
数
は
七
0
万
を
超
え
た
。
一
九
五
二
年
四ぉ
八
月
に
お
け
る
退
職
者
本
人
の
数
が
一
九
五
0
年
八
数者給受
月
或
い
は
同
年
九
月
に
比
し
て
著
増
し
た
の
ほ
、
一
金年
九
五
0
年
の
加
入
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
聰
し
い
新
規
の
老
令
者
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
が
受
給
資
格
を
得
て
虹
退
職
労
働
者
数
の
増
加
と
と
も
に
そ
の
家
族
の
受
給
者
、
或
い
ほ
本
人
死
亡
の
際
の
遺
族
の
受
給
者
数
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
る
が
、
一
九
四
一
年
か
ら
数
年
間
は
戦
争
に
よ
り
人
九五
年金受給者 年金月額の年額率 退職者本人一人
年 月
退職(者1)本人| 総（2)計
化による総 当り平(均4)年月額
(3) 
千人 千人 百万ドル ドル
1940年 112 222 (64) 22.71 
1942年 260 598 (149) 22.96 
1944年 378 955 (239) 23.58 
1946年 702 1,642 (425) 24.63 
1950年8月 1,410 2,970 740 26.36 
1950年9月 1,440 3,030 1,368 46.62 
1952年8月 2,430 4,680 1,992 42.36 
1952年9月 2,500 4,790 2,325 48.79 
1954年 8月 3,600 6,590 3,419 51.95 
1954年9月 3,640 6,660 3,911 58.75 
1940ー46年
1940-46年
1950-54年
第(1)欄 D.Gagliardo: ibid., P. 121 
第(2)欄 ，9 99 
第(3)欄 ”P.132 
第(4)欄，， P.123 
第(3)欄1940-46年の数字は米国の会計年度に対する数字である。
R.J. Myers: ibid., P. 70 
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一
九
五
0
年
八
月
の
七
四
0
百
万
ド
ル
に
一
九
五
0
年
の
改
正
に
お
け
る
基
本
年
金
月
額
算
式
で
の
大
巾
引
上
げ
は
一
九
五
0
年
の
八
月
と
九
月
と
の
退
職
者
一
人
当
り
年
金
月
額
の
平
均
額
に
よ
く
現
わ
れ
、
九
月
に
は
八
月
に
比
し
二
0
ド
ル
余
、
す
な
わ
ち
七
七
形
の
激
増
振
り
で
あ
る
。
0
年
九
月
と
一
九
五
二
年
八
月
と
較
べ
る
と
き
年
金
月
額
の
平
均
は
四
ド
ル
余
の
減
少
を
来
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
五
0
年
の
改
正
で
最
低
の
年
金
月
額
し
か
も
ら
え
な
い
低
所
得
者
が
新
規
に
多
数
加
入
し
、
受
給
資
格
を
得
て
退
職
或
い
は
死
亡
し
た
結
果
が
こ
こ
に
l
 
”u 
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
年
金
支
払
金
の
一
年
間
の
総
額
は
年
と
と
も
に
著
増
し
て
来
て
い
る
。
較
べ
、
四
年
後
の
一
九
五
四
年
の
三
九
―
―
百
万
ド
ル
は
五
倍
の
激
増
振
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
受
給
者
数
の
増
加
と
一
人
当
り
年
金
月
額
著
増
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
正
で
も
一
人
当
り
六
•
四
ド
ル
、
一
五
％
、
一
九
五
四
年
の
改
正
で
は
約
七
ド
ル
、
ニ
―
―
グ
ん
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
一
九
五
ー
ス
の
最
高
限
の
引
上
げ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
一
）
（
川
一
元
）
も
当
然
増
加
し
た
。
そ
の
合
計
数
は
ほ
ぼ
退
職
労
働
者
と
同
数
で
あ
る
。
（
第
7
表
参
照
）
退
職
労
働
者
一
人
当
り
の
平
均
年
金
額
は
一
九
五
0
年
八
月
ま
で
は
漸
増
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
餅ほ
金
は
都
市
製
造
業
者
で
は
一
九
五
0
年
に
は
戦
前
に
比
し
倍
加
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
地
方
に
よ
り
職
揚
に
よ
り
さ
ほ
ど
で
な
い
所
も
あ
る
べ
く
、
以
前
か
ら
働
ら
い
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
は
職
場
も
変
え
難
く
、
そ
れ
に
平
均
賃
金
月
額
は
一
九
一
二
七
年
初
か
ら
の
賃
金
を
み
な
算
入
す
る
こ
と
と
て
平
均
賃
金
月
額
、
従
っ
て
平
均
年
金
月
額
は
そ
れ
ほ
ど
に
上
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
物
価
も
戦
ol 
前
に
比
し
一
九
五
0
年
に
は
七
0
形
も
上
昇
し
て
い
江
。
そ
こ
で
こ
の
戦
前
か
ら
昂
騰
の
物
価
と
賃
金
に
応
じ
て
基
本
年
金
月
額
を
引
き
上
げ
る
べ
し
と
の
声
高
く
、
一
般
に
昂
騰
し
た
労
働
者
の
賃
つ
い
に
一
九
五
0
年
に
同
月
額
算
式
の
大
幅
の
寛
大
化
が
行
わ
れ
、
ま
た
課
税
の
対
象
と
な
る
賃
金
ベ
九
六
一
九
五
二
年
の
改
603 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
単
純
化
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
第 8表 実際年金受給者数および
実際年金月額明細表
年(195金坪月額(中1受)央給現者在数） (1お“平(1戸均叙改年1正年2金)法9月に月額） よる）
退
千人
職 退職考
3,519 $ 59 
の 要（老令） 959a 32 
場
子 女 99 18 ＾ ロ
死
寡 婦 586b : 46 
亡 両 親 24 
I  
47 
の
母親（寡婦） 268 44 
場
ムロ 遺 児 1,013 37 
！ 
|小 計 l 6,468 I 
I死亡一時金 I 516 I 190 
a. 夫 7,000人，未成年の子女のある65オ未満の要46,000人を
含む。
b. 蝦夫900人を含む。
第(1)欄 R.J.Myers: ibid., P. 84 
第(2)欄／, P. 85 
九
七
度
に
と
り
入
れ
て
い
る
と
の
見
地
か
ら
と
、
算
式
が
平
均
賃
金
算
定
方
法
自
体
が
勤
労
期
間
の
長
さ
を
適
り
入
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
算
式
の
採
用
は
け
る
大
き
く
変
っ
た
算
式
で
は
直
接
に
は
こ
れ
を
取
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
は
一
年
二
0
0
ド
ル
以
上
の
所
得
の
あ
っ
た
年
の
数
d“
 ”u 
3
年
金
額
に
関
す
る
諸
批
判
示
し
た
。
同
表
に
は
実
際
支
給
し
た
平
均
年
金
月
額
年
金
受
給
者
数
の
家
族
内
で
の
分
布
明
細
状
態
を
そ
の
標
準
的
な
も
の
と
し
て
、
最
近
に
お
け
る
或
る
一
年
、
す
な
わ
ち
一
九
五
四
年
に
つ
い
て
第
8
表
に
を
も
と
も
に
載
せ
た
。
一
九
三
九
年
の
改
正
法
の
基
本
年
金
月
額
算
式
で
一
九
五
0
年
の
法
律
に
お
⑳
 
防
U
年
金
月
額
算
式
は
低
所
得
者
に
頗
る
有
利
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
三
九
年
の
法
律
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
或
い
は
一
九
五
四
年
改
正
の
も
の
で
平
均
賃
金
月
額
の
最
初
の
部
分
（
前
者
で
は
一
0
0ド
ル
、
後
者
で
は
―
-
0ド
ル
）
に
対
す
る
率
を
み
る
に
、
と
も
に
五
0
%、
そ
の
超
過
分
に
対
し
て
は
一
五
％
或
い
は
二
0
％
で
あ
っ
て
、
低
所
得
者
に
も
適
用
さ
れ
る
最
初
の
一
九
五
0
年
改
正
604 
で
あ
る
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
追
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
大
筋
の
建
前
と
し
て
は
し
か
し
年
金
額
は
加
入
者
の
所
得
と
関
連
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
上
述
の
数
千
万
人
の
加
入
者
の
賃
金
記
録
を
作
成
し
保
管
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
事
務
は
相
当
の
量
に
上
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
均
一
年
金
額
制
を
主
張
す
る
人
が
あ
る
。
そ
れ
に
ま
た
均
一
制
を
と
る
と
き
計
算
が
簡
単
化
す
る
の
で
ど
ん
な
年
金
額
水
準
が
適
当
で
あ
る
か
を
、
よ
り
速
か
に
明
確
に
握
む
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
の
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
人
の
心
理
で
は
賃
金
に
関
連
あ
る
方
式
に
ど
ん
な
短
所
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
決
定
的
に
選
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
最
近
の
年
金
月
額
の
増
加
を
強
く
批
判
す
る
人
が
あ
る
。
賃
金
ベ
ー
ス
引
上
げ
へ
の
批
判
は
特
に
強
い
。
こ
れ
に
対
す
る
社
会
保
障
庁
の
意
見
に
よ
れ
ば
こ
の
増
加
は
加
入
労
働
者
の
総
賃
金
と
年
金
額
の
計
算
に
算
入
す
る
総
賃
金
と
の
間
に
あ
る
当
初
の
比
率
は
低
下
し
た
の
で
、
こ
れ
を
一
部
分
で
も
回
復
し
よ
う
た
め
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
一
―
-
0
0
0ド
ル
の
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
た
と
き
、
全
加
入
者
の
殆
ん
ど
九
七
％
が
同
金
額
以
下
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
五
0
年
に
は
三
六
0
0ド
ル
の
改
正
ベ
ー
ス
に
入
る
加
入
労
働
者
の
割
合
は
四
四
％
に
落
ち
た
。
当
初
の
比
率
に
戻
す
に
は
今
日
で
は
約
六
0
0
0
ド
ル
の
ベ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
高
賃
金
ベ
ー
ス
を
支
持
す
る
次
の
論
拠
は
高
賃
金
層
に
お
け
る
労
働
者
の
保
険
税
と
年
金
額
に
関
し
て
、
当
初
の
法
律
の
下
に
存
在
し
た
関
係
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
初
の
法
律
で
は
高
賃
金
層
の
人
々
に
は
自
己
の
年
金
額
の
コ
ス
ト
を
、
そ
の
全
労
働
期
間
の
保
険
税
で
負
担
し
て
む
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
課
税
賃
金
ベ
ー
ス
を
増
加
せ
ず
に
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
は
、
明
か
に
こ
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
論
拠
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
般
的
賃
金
水
準
の
上
昇
に
対
し
て
課
税
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
の
こ
れ
に
応
ず
る
増
加
が
な
け
れ
ば
、
部
分
へ
の
率
は
超
過
分
に
対
す
る
率
よ
り
造
に
高
い
か
ら
で
あ
る
。
元
来
同
制
度
の
年
金
額
が
賃
金
に
関
連
九
八
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註
(
3
5
)
ぞ
れ
五
八
•
五
九
ド
ル
と
五
一
・
五
三
ド
ル
と
に
な
っ
た
。
九
九
一
九
五
四
年
一
0
月
で
は
そ
れ
を
持
ち
差
等
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
建
前
が
均
一
制
へ
の
方
向
を
辿
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
O
A
S
I
年
金
額
水
準
の
過
大
過
小
を
測
る
べ
き
絶
対
的
標
準
は
何
も
な
い
。
し
か
し
同
年
金
額
が
民
間
年
金
制
度
か
ら
の
支
給
金
を
も
含
め
て
、
受
取
人
の
所
得
を
補
な
い
、
そ
の
生
活
水
準
の
維
持
に
対
し
適
当
な
額
に
な
る
と
い
う
の
が
、
大
体
こ
の
標
準
に
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
老
令
扶
助
(
O
A
A
)
の
よ
う
な
平
行
的
な
制
度
も
加
入
者
の
不
適
当
な
年
金
額
を
補
う
た
め
と
い
う
の
で
、
無
制
限
に
支
給
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
O
A
S
I
受
給
者
の
一
〇
彩
位
ま
で
が
老
令
扶
助
も
受
け
て
よ
い
と
す
る
任
意
的
な
仮
定
が
、
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
O
A
S
I
受
給
者
の
一
―
劣
が
老
令
扶
助
給
付
を
も
受
け
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
同
上
年
金
額
を
増
加
す
べ
し
と
い
う
主
張
に
若
千
の
力
を
与
え
て
い
る
。
も
―
つ
の
合
理
的
と
思
わ
れ
る
論
拠
は
、
保
険
料
制
に
よ
る
毎
月
支
給
の
老
令
年
金
は
、
保
険
料
無
し
の
扶
助
制
度
で
与
え
ら
れ
る
給
付
よ
り
も
少
な
く
と
も
若
干
は
多
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
つ
ね
に
む
し
ろ
老
令
扶
助
の
方
が
有
利
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
九
五
0
年
お
よ
び
一
九
五
二
年
の
老
令
年
金
の
増
加
の
後
で
す
ら
、
前
者
の
方
が
平
均
し
て
み
て
老
令
年
金
よ
り
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
五
四
年
の
改
正
以
来
0
A
S
I
年
金
が
老
令
扶
助
よ
り
も
優
る
よ
う
に
な
り
、
最
も
支
持
を
受
け
た
最
後
の
論
拠
は
O
A
S
!
年
金
額
の
水
準
は
物
価
水
準
と
歩
調
を
合
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
年
金
額
の
購
買
力
が
保
護
さ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
も
あ
る
一
定
の
年
金
水
準
が
一
度
国
家
制
度
に
適
当
な
り
と
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
同
年
金
の
購
買
力
の
維
持
に
対
し
て
は
強
い
弁
護
の
理
由
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
民
間
恩
給
制
度
が
老
令
に
お
け
る
収
入
維
持
に
対
し
て
、
大
半
の
責
任
を
引
き
受
け
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
ま
で
は
然
り
と
す
る
。
受
給
資
格
の
語
は
i
n
s
u
r
e
d
status
の
訳
語
で
あ
っ
て
、
直
訳
す
れ
ば
被
保
険
者
資
格
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
-
)
（
川
元
）
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文
で
説
明
し
て
あ
る
よ
う
に
、
或
る
設
低
賃
金
の
獲
得
を
条
件
と
す
る
「
被
保
険
期
」
の
数
で
決
ま
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
資
格
を
得
れ
ば
年
金
受
給
資
格
そ
の
も
の
を
得
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
意
訳
し
て
「
受
給
資
格
」
と
し
た
。
(
3
6
)
R
.
J
.
 M
y
e
r
s
:
 
ibid., 
P. 7
7
 
(
3
7
)
受
給
資
格
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
D.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
,
 
P.P. 7
8ー
8
1
,
P. 1
0
1
;
 S•H. 
A
s
c
h
:
 
ibid,. 
P.P. 
23ー
25
R.J. M
y
e
r
s
"
i
b
i
d
,
 P. P. 7
7ー
7
8
~
も
ち
ろ
ん
L
e
w
i
sM
e
r
i
a
m
 :
 Relief a
n
d
 
Social Security, 
1
9
4
6
,
 
P. P. 7
6ー
7
7
,
P.P. 1
0
8
|
1
1
3
を
も
参
考
と
し
た
。
叙
述
に
は
混
乱
な
し
に
こ
れ
ま
で
の
数
回
の
改
正
を
盛
り
込
む
必
要
も
あ
り
、
本
文
の
よ
う
な
分
類
に
よ
る
説
明
を
試
み
た
が
、
典
拠
を
一
々
挙
げ
る
の
は
却
っ
て
余
り
に
煩
雑
な
感
じ
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
特
別
の
も
の
以
外
は
省
略
し
た
。
D. G
a
g
l
i
a
r
d
o
:
 
ibid., 
P. 8
1
 
永
久
完
全
受
給
資
格
に
対
す
る
四
0
被
保
険
期
獲
得
の
順
序
で
あ
る
が
、
例
え
ば
六
五
オ
ま
で
―
―
1
0年
間
す
な
わ
ち
ご
一
0
四
半
期
あ
る
人
の
湯
合
、
被
保
険
期
は
特
定
の
順
序
で
得
る
必
要
は
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
―
-
0年
間
の
う
ち
初
め
の
五
年
間
に
110被
保
険
期
を
得
、
そ
の
後
一
0
年
経
て
か
ら
五
年
間
に
再
び
二
0
被
保
険
期
を
得
て
も
同
上
資
格
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
一
0
年
問
被
保
険
期
皆
無
で
も
六
五
オ
で
年
令
を
受
け
得
る
も
の
と
解
釈
す
る
。
こ
の
四
半
期
の
数
が
奇
数
の
場
合
に
は
こ
の
数
か
ら
一
を
除
い
た
数
を
用
い
る
。
(D.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
,
 P. 7
9
)
 
こ
の
半
分
の
数
、
例
え
ば
一
0
被
保
険
期
と
い
う
必
要
条
件
が
、
六
五
オ
に
な
っ
て
も
満
た
さ
れ
ぬ
場
合
に
は
、
完
全
受
給
資
格
は
も
ち
ろ
ん
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
こ
の
よ
う
な
人
に
限
り
、
そ
の
後
ど
れ
だ
け
長
く
寵
わ
れ
よ
う
と
も
一
0
被
保
険
期
を
得
る
ま
で
、
雇
わ
れ
て
慟
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
(D.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
 P. 8
0
)
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e
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P. 1
1
0
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a
g
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d
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"
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 P. 8
2
 
完
全
受
給
資
格
の
決
定
の
場
合
は
死
亡
（
退
職
も
同
様
）
の
あ
っ
た
四
半
期
を
含
む
か
除
外
す
る
か
が
、
実
は
明
記
し
た
も
の
を
み
な
い
。
初
め
こ
れ
を
除
外
し
て
い
た
当
座
受
給
資
格
の
湯
合
は
後
に
こ
れ
を
含
め
る
よ
う
に
変
更
し
た
こ
と
は
、
ど
の
著
書
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
当
座
受
給
資
格
の
場
合
と
一
貫
し
な
い
が
、
次
の
理
由
も
あ
り
こ
れ
は
含
ま
な
い
も
の
と
筆
者
は
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
次
の
引
用
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
b
e
f
o
r
e
(after, 
since
も
同
様
）
の
次
に
記
載
の
時
日
は
幾
多
の
使
用
例
か
ら
こ
こ
で
対
象
に
な
っ
て
い
る
期
間
に
含
1
0
0
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R.J•Myers"ibid., 
P.P. 7
9ー
8
0
を
参
考
と
し
た
が
、
他
の
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
••Fully 
ii:tsured 
status is:•·· 
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u
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r
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9
5
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g
e
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1
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な
お
参
考
の
た
め
に
同
上
書
の
当
座
受
給
資
格
の
部
分
を
引
用
す
れ
ば
、
.^C
u
r
r
e
n
t
l
y
 i
n
s
u
r
e
d
 status is"・"・in t
h
e
 1
3
 q
u
a
r
t
e
r
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e
r
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n
d
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n
g
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h
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c
G
i
l
l
:
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当
座
受
給
資
格
が
な
く
て
完
全
受
給
資
格
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
と
解
釈
す
る
。
例
え
ば
加
入
当
初
一
0
被
保
険
期
を
得
て
、
そ
の
後
の
八
四
半
期
が
被
保
険
期
に
な
っ
て
い
な
い
と
き
に
死
亡
し
た
場
合
、
完
全
受
給
資
格
は
あ
る
け
れ
ど
も
当
座
受
給
資
格
（
死
亡
前
―
―
二
四
半
期
の
う
ち
六
被
保
険
期
を
要
す
）
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
当
座
受
給
資
格
と
完
全
受
給
資
格
の
両
者
の
あ
る
場
合
も
存
在
す
る
。
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平
均
賃
金
月
額
に
つ
い
て
の
一
九
五
0
年
後
の
部
分
に
つ
い
て
は
概
ね
文
献
に
よ
っ
た
重
要
部
分
は
註
で
示
し
た
。
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特
に
典
拠
を
示
し
た
も
の
以
外
は
、
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の
改
正
は
D
.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
:
 
ibid., 
P
.
 8
8
一
九
五
0
年
の
改
正
は
S
•
H
•
A
s
c
h
"
ibid., P
.
 8
8
一
九
五
1
一
年
お
よ
び
一
九
五
四
年
の
改
正
は
R.J.
M
y
e
r
s
:
 
ibid., 
P
.
8
1
に
よ
っ
た
。
特
に
典
拠
を
示
し
た
も
の
以
外
は
R.J.
M
y
e
r
s
:
 
ibid., 
P. 8
2
 
D
.
 G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
,
 P. 9
0
 
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
:
 
ibid., 
P. 013 
註
(
1
1
)
参
照
註
(
1
6
)
参
照
D
.
 G
a
g
l
i
a
r
d
o
:
 
ibid., 
P. 
119 
註
(
4
6
)
参
照
D
.
 G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
,
 P
.
 1
2
0
 
T
h
e
 E
c
o
n
o
且
c
A
l
m
a
n
a
c
 1
9
5
3
|
5
4
,
 P
.
 2
8
8
 
Ibid., 
P. 9
4
 
R.J. M
y
e
r
s
"
i
b
i
d
.
,
 P
.
P
.
 
6
9
|
7
0
 
特
に
典
拠
を
示
し
た
も
の
以
外
は
D
.
M
.
M
c
G
i
l
l
:
 
ibid., P
.
P
.
 1
5ー
1
7
L
.
 
M
e
r
i
a
m
:
 ibid. 
P. 
1
1 
i
O
 
